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著書 吉田純

「コミュニケーショ
ン的合理性　J.ハー
バーマス『コミュニ
ケーション的行為の
理論』」

単著 2008年10月10日

『社会学ベーシッ
クス1　自己・他
者・関係』　世界
思想社

231-250
(20)

262 日本語

著書 高橋由典
『社会学者、聖書を
読む』

単著 2009年3月15日 教文館 196 日本語

著書 小山静子

「『育つ・学ぶ』の
社会史に向けて」
（序章）
「高学歴女性にとっ
ての学校」（第3章）

単著 2008年9月30日
『「育つ・学ぶ」
の社会史』　藤原
書店

7-23
(17),
135-178
(44)

299 日本語

著書 小山静子

「短期大学の女子教
育機関化―一九五〇
年代の日本における
短期大学をめぐる議
論」（第11章）

単著 2008年7月10日
『女性と高等教
育』　昭和堂

310-336
(27)

339 日本語

著書 田中紀行
「行為の理解　M.
ヴェーバー『社会学
の基礎概念』」

単著 2008年10月10日

『社会学ベーシッ
クス1　自己・他
者・関係』　世界
思想社

3-12 (10) 262 日本語

著書 伊藤公雄
「京都大学における
男女共同参画のあゆ
み」

単著 2008年9月25日

京都大学女性研究
者支援センター編
『京都大学　男女
共同参画への挑
戦』　明石書店

18-28
(11)

414 日本語

著書 伊藤公雄

『増補新版　「男女
共同参画」が問いか
けるもの――現代日
本のジェンダー・ポ
リティクス』

単著 2009年2月10日 インパクト出版会 334 日本語

著書 伊藤公雄
『社会学ベーシック
ス2　社会の構造と変
動』

共編 2008年7月31日 世界思想社 260 日本語

著書 伊藤公雄
『社会学ベーシック
ス1　自己・他者・関
係』

共編 2008年10月10日 世界思想社 262 日本語

著書 伊藤公雄
『社会学ベーシック
ス4　都市的社会』

共編 2008年12月10日 世界思想社 260 日本語

著書 伊藤公雄
『日本のフェミニズ
ム8　ジェンダーと教
育』

共編 2009年1月27日 岩波書店 320 日本語

著書 伊藤公雄
『日本のフェミニズ
ム10　女性史・ジェ
ンダー史』

共編 2009年2月26日 岩波書店 326 日本語

著書 伊藤公雄
『日本のフェミニズ
ム7　表現とメデイ

共編 2009年3月26日 岩波書店 328 日本語

著書 伊藤公雄
『マンガのなかの＜
他者＞』

単編 2008年10月7日 臨川書店 227 日本語

著書 松田素二

「平和のフェティシ
ズム考　文化的フェ
ティシズム批判を超
えて」（第9章）

単著 2009年2月

田中雅一編『フェ
ティシズム論の系
譜と展望』　京都
大学出版会

241-269
(29)

350 日本語

著書 松田素二
「アフリカから何が
みえるのか」（第5
章）

単著 2009年3月

『興亡の世界史』
第20巻『人類はど
こへ行くのか』
講談社

229-292
(64)

384 日本語

著書 八木紀一郎
「オーストリア学
派」（第6章）

単著 2009年3月

田村信一・原田哲
史編『ドイツ経済
思想史』　八千代
出版社

179-217
(39)

264 日本語

著書 今田絵里香
「京都大学の女性ポ
ストドクター」

単著 2008年9月25日

京都大学女性研究
者支援センター編
『京都大学　男女
共同参画への挑
戦』　明石書店

75-103
(29)

414 日本語
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著書 今田絵里香
「女子高校における
女性性利用型成功志
向」

単著 2008年12月3日

木村涼子・古久保
さくら編『ジェン
ダーで考える教育
の現在（いま）―
―フェミニズム教
育学をめざして』
解放出版社

78-95 211 日本語

著書 前川直哉
「近代学校と男性の
セクシュアリティ形
成」（第5章）

共著 2008年9月30日
『「育つ・学ぶ」
の社会史』　藤原
書店

234-283
(50)

299 日本語

著書 土田陽子

「男の子の多様性を
考える ―周辺化され
がちな男子生徒の存
在に着目して―」

共著 2008年12月10日

『ジェンダーで考
える教育の現在
―フェミニズム教
育学を目指して
―』　解放出版社

62-77
(16)

211 日本語

著書 網中奈美江
「担い手・農地政策
――政策の位置づけ
と新たな展開方向」

単著 2009年2月12日
『農業と経済』
2009年3月号　昭
和堂

122-125
(4)

日本語

著書 濱西栄司

「社会運動の新しい
形：A・トゥレーヌ
『声とまなざし』
『ポスト社会主
義』」（第15章）

共著 2008年7月31日

『社会学ベーシッ
クス2　社会の構
造と変動』　世界
思想社

147-156 260 日本語

著書 濱西栄司

仏語論文“Liberte,
liberte ou nou
amene-tu?”（第7
章）

共著 2009年3月

『転回点を求めて
――一九六〇年代
の研究』　世界思
想社

141-160 358 日本語

著書 李洪章
「在阪朝鮮人の生活
と帝国主義」

共著 2008年7月

蘭信三編著『日本
帝国をめぐる人口
移動の国際社会
学』　不二出版

201-203
(3)

日本語

著書
京都大学中
国文学研究
室

『唐代の文論』 共著 2008年10月10日
京都大学中国文学
研究室編『唐代の
文論』　研文出版

496 日本語

著書 吉野裕介

「アメリカは真に
「自由な社会」なの
か？−1980年代アメリ
カの「新自由主義」
とハイエク思想」

単著 2008年4月

杉田米行編『アメ
リカを動かすマ
ネー ――９つの
論考』　三和書籍

233-264 日本語

著書 樋口拓朗
「（反）グローバリ
ズムの手ざわり」

共著 2008年9月

鶴本花織・西山哲
郎・松宮朝編『ト
ヨティズムを生き
る――名古屋発カ
ルチュラル・スタ
ディーズ』　せり
か書房

188-189
(2)

201 日本語

著書 安里和晃
「東アジアで就労す
る家事・介護労働
者」（第11章）

単著 2009年1月
『日本のインドネ
シア人社会』　明
石書店

270-288
(19)

346 日本語

著書
Kaoru
Aoyama

Thai Migrant
Sexworkers: From
Modernisation to
Globalisation

単著 2009年2月1日
Palgrave /
Macmillan

237 英語

著書
仁田道夫・
久本憲夫

『日本的雇用システ
ム』

共編 2008年12月 ナカニシヤ出版 310 日本語

著書
久本憲夫・
玉井金五

『社会政策（Ⅰ）
ワーク･ライフ･バラ
ンスと社会政策』

共編 2008年9月 法律文化社 305 日本語

著書
玉井金五・
久本憲夫

『社会政策（Ⅱ）少
子高齢化と社会政

共編 2008年7月 法律文化社 274 日本語

著書

Emiko
Ochiai and
Barbara
Molony ed.

Asia's New Mothers:
Crafting Gender
Roles and Childcare
Networks in East
and Southeast Asian
Societies

共著 2008年9月
Folkestone:
Global Oriental

207 英語
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著書 加藤眞理子

「サラパン仏教讃歌
――東北タイ農村に
おける女性の宗教実
践と社会変容」

単著 2009年2月

林行夫編著『＜境
域＞の実践宗教
ー大陸部東南アジ
ア地域と宗教のト
ポロジー』　京都
大学学術出版会

411-448
(38)

836 日本語

その他
加藤眞理子
/ 林行夫

ピニット・ラーパ
ターナーノン「『開
発僧』と社会変容―
―東北タイの事例研
究」（第6章）

共訳 2009年2月

林行夫編著『＜境
域＞の実践宗教
ー大陸部東南アジ
ア地域と宗教のト
ポロジー』　京都
大学学術出版会

307-358
(52)

836 日本語

著書 岡真理
『アラブ、祈りとし
ての文学』

単著 2008年12月 みすず書房 319 日本語

著書 内田由紀子 「文化と心」 単著 2009年3月21日

『社会心理学――
社会で生きる人の
いとなみを探る
（いちばんはじめ
に読む心理学の本
2）』　ミネル
ヴァ書房

161-180
(20)

248 日本語

著書 大澤真幸
『アキハバラ発〈00
年代〉への問い』

単編 2008年9月26日 岩波書店 238 日本語

著書 大澤真幸
「世界の中心で神を
呼ぶ」

単著 2008年9月26日
『アキハバラ発
〈00年代〉への問
い』　岩波書店

134-155
(22)

238 日本語

著書 大澤真幸
『歴史の〈はじま
り〉』

共著 2008年11月17日 左右社 397 日本語

著書 大澤真幸
『増補　虚構の時代
の果て』

単著 2009年1月7日 筑摩書房 338 日本語

著書 小島剛
「リスク社会　ベッ
ク『危険社会』」

単著 2008年6月
『社会学ベーシッ
クス2　社会の構
造と変動』

189-198
(10)

260 日本語

著書 小山静子
愛国婦人（明治期復
刻版）解説

単著 2008年12月
『愛国夫人（明治
期復刻版）』（第
1回配本）　柏書

1-17 1820 日本語

論文 安里和晃

「ケアの確保をめ
ぐって引き起こされ
る国際移動――移動
する人々は多様性の

単著 2009年1月
『現代思想』　青
土社

91-105
(15)

246 日本語

論文 安里和晃
「先進国の介護労働
者の現状」

単著 2008年9月
『世界の労働』
2009年9月号

12-20 (9) 日本語

論文 小山静子
「日本教育史の研究
動向（近現代）」

単著 2008年9月
『日本の教育史
学』第51集　教育
史学会

125-133 9 日本語

論文
Takezawa
Yasuko

“Toward a New Kind
of Collectivity in
American

単著 2008年7月
Nanzan Review of
American
Studies, vol.30

75-81 7 英語

論文
Takezawa
Yasuko

“‘Tabunka Kyō
sei’and Community-
Rebuilding After
the Kobe
Earthquake”

単著 2008年6月

In
Multiculturalism
in the New
Japan: Crossing
the Boundaries
Within Japan。
Berghahn Books,

32-42 11 英語

論文 秋津元輝
「農村暮らしの再建
とスモールビジネス
の役割」

単著 2008年11月
『農業と経済』
74-1

5-14 10 日本語

論文 秋津元輝
「農村社会の現代的
状況と地域の維持・
再生への社会学的接

単著 2008年8月
『中央農業総合研
究センター経営研
究』第58号

3-9 7 日本語

論文 田窪行則
「日本語の条件文と
反事実解釈」

単著 2008年9月

2008『日本文化研
究』東アジア日本
学会、第27輯、韓
国：ソウル

21-46 26 日本語
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論文 田窪行則
「日本語指示詞の意
味論と統語論：研究
史的概説」

単著 2008年10月

『言語の研究：
ユーラシア諸言語
からの視座』　大
東文化大学

311-337 27 日本語

論文 伊藤公雄

“We, Japanese,
gotta have Wa?” --
日本のスポーツ文化
と「集団主義」

2009年3月

『スポーツ社会学
研究』vol.17-1
日本スポーツ社会
学会

3-14 12 日本語

論文 松田素二
「グローバル化時代
の共同体の再想像に
向けて」

2008年6月
『哲学研究』第
585号　京都哲学
会

1-35 35 日本語

論文 松田素二

「暴力の舞台として
のストリート ―
2007-8年ケニア・ポ
スト選挙暴動を事例
として―」

2009年3月

関根康正編『スト
リートの人類学』
上巻　国立民族学
博物館調査報告
No.80

385-408 24 日本語

論文
Kiichiro
Yagi

“Determinateness
and
Indeterminateness
in Schumpeter's
Economic Sociology:
The Origin of
Social Evolution”

単著 2008年11月10日
The Kyoto
Economic Review,
vol. 77 (1)

51-65 15 英語

論文
Kiichiro
Yagi

“Origins of
Transition
Economics in China
and Its Divergence
from Reform
Economics in
Eastern Europe”

単著 2008年10月23日

Governance
Transition and
Government
Reform in
Globalization:
30th Aniversary
of Chinese
Reform and
Opening-up,
Symposium

1-22
(First
paper in
the
Proceedin
g)

22 英語

論文
Kiichiro
Yagi

“Schumpeter in the
Harvard Yard:
inventions,
innovations and
growth”

単著 2008年12月20日

Y. Shionoya and
T. Nishizawa
eds., Marshall
and Schumpeter
on Evolution:
Economic
Sociology of
Capitalist
Development,
Edward Elgar,
2008

204-221 18 英語

論文 中村俊春

「ヨーロッパを住ま
いとして―1600年頃
のミュンヘンにおけ
るネーデルラントの
画家たち展」

単著 2008年9月30日
『西洋美術研究』
14号　三元社

180-187 8 日本語

論文 中村俊春

「枢機卿フェルディ
ナンド親王の案と
ウェルペン入市行進
―祝祭装置に込めら
れた政治的メッセー
ジ―」

単著 2009年3月

『前近代における
「つかのまの展
示」研究』平成17
年度～平成20年度
科学研究費補助金
基盤研究（B）研
究成果報告書（研
究代表者：中村俊
春）

149-174 16 日本語

論文 水谷雅彦
「だれがどこで会話
をするのか ―会話の
倫理学へむけて―」

単著 2008年11月 『実践哲学研究』 1-18 18 日本語
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論文 杉本淑彦
「ナポレオン体制期
におけるエジプト遠
征の記憶」

単著 2009年3月20日

2006-2008年度科
学研究費補助金基
盤研究（B）「英
雄の条件～近現代
ヨーロッパにおけ
る軍事英雄観の展
開」（研究代表
者：杉本淑彦　研
究課題番号
18320122）研究成

101-125 25 日本語

論文 一宮真佐子

「ポピュラーカル
チャーにおける農
業・農村表象とその
変化―現代マンガを
対象として―」

単著 2008年10月25日
『村落研究ジャー
ナル』Vol.29

13-24 12 日本語

論文 小島剛

「留学生の生活実態
－－授業料非免除お
よび奨学金非受給留
学生の計量的方法を
用いた考察」

単著 2009年3月

『京都大学におけ
る国際交流の現状
と発展に向けての
問題提起』　京都
大学国際交流セン
ター

41-60 20 日本語

論文 平田知久
「サドのマルチカル
チュラリズムについ
て」

単著
2008年
10月15日

『生存学研究セン
ター報告4　多文
化主義と社会的正
義におけるアイデ
ンティティと異な
り――コンフリク
ト／アイデンティ
ティ／異なり／解
決？――』　立命
館大学生存学研究
センター

279-298 20 日本語

論文 井上烈
『不登校生の居場所
における生徒支援の
多様性』

単著 2009年1月
京都大学大学院修
士論文

1-57 57 日本語

論文
本間利通・
中本龍市

「研究開発人材の
キャリア・ルートと
人事管理」

共同 2008年7月1日
『流通科学大学論
集 経済・経営情
報編』17(1)

115-123 9 日本語

論文
中本龍市・
本間利通

「製薬関連企業にお
ける研究開発職の処
遇に関する調査」

共同 2008年1月
『流通科学大学論
集 経済・経営情
報編』17(2)

159-173 15 日本語

論文 中本龍市
「供給多様化選択を
規定する外的要因」

執筆分
担

2009年2月28日

宮川公男・山本清
編『行政サービス
供給の多様化』
多賀出版

178-189 12 日本語

論文
野口寛樹・
中本龍市

「単純集計による全
体的な傾向」

執筆分
担

2009年2月28日

宮川公男・山本清
編『行政サービス
供給の多様化』
多賀出版

151-178 28 日本語

論文
椙山泰生・
中本龍市

「コミュニケーショ
ン・プロセスの研
究」

共同 2009年3月

日本電気(株)C&C
イノベーション研
究所と共同研究期
末報告書

24 日本語

論文
野口寛樹・
中本龍市

「単純集計による全
体的な傾向」

共著 2009年2月28日
『行政サービス供
給の多様化』

153-178 26 日本語

論文 野口寛樹
「行政サービス供給
多様化に見る同質的
な行動」

単著 2009年2月28日
『行政サービス供
給の多様化』

205-230 26 日本語

論文 西川知亨

『初期シカゴ学派の
人間生態学とその方
法――E・W・バー
ジェスとE・F・フレ
イジアを中心にし

単著 2008年7月23日

京都大学大学院文
学研究科（京都大
学博士学位（文
学）論文）

328 日本語
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論文 木村純
「米軍基地に対する
沖縄の世論の転換に
ついて」

単著 2009年2月20日

『社会システム研
究』第12号　京都
大学大学院人間・
環境学研究科社会
システム研究刊行
会

91-101
(11)

268 日本語

論文 柴田悠

「若者における友人
関係像の変容――国
際社会調査データの
パネル分析と日本製
テレビドラマの歴史
分析から」

単著 2009年2月20日

『社会システム研
究』第12号　京都
大学大学院人間・
環境学研究科社会
システム研究刊行
会

37-64
(28)

268 日本語

論文 石井和也
「都市における二つ
の力学――没場所性
をめぐって」

単著 2009年2月20日

『社会システム研
究』第12号　京都
大学大学院人間・
環境学研究科社会
システム研究刊行
会

65-75
(11)

268 日本語

論文 銭廣承平
「笑いに関する試論
――認識論的視座か
らの論究」

単著 2009年2月20日

『社会システム研
究』第12号　京都
大学大学院人間・
環境学研究科社会
システム研究刊行
会

77-90
(14)

268 日本語

論文
SHIBATA,
Haruka

“Welfare Alterity
on Religious
Alterity: Religious
Factors of Income-
Redistribution
Rate”

単著 2008年10月15日

『生存学研究セン
ター報告4　多文
化主義と社会的正
義におけるアイデ
ンティティと異な
り――コンフリク
ト／アイデンティ
ティ／異なり／解
決？』　立命館大
学生存学研究セン
ター

35-52
(18)

350 英語

論文 西川純司

「〈透視〉する身体
――1920-30年代の日
本におけるショー
ウィンドーの受容」

単著 2008年9月30日
『ソシオロゴス』
No.32　ソシオロ
ゴス編集委員会

62-83
(22)

266 日本語

論文 山本真理子

「平等性と個人的差
異性ーギリガンの
フェミニズム理論へ
の新視角」

単独 2008年10月31日
『ソシオロジ』53
巻2号　社会学研
究会

3-19 17 日本語

論文 西川純司

「幻視する（ことの
ない）身体――19世
紀視覚文化における
ショーウィンドーと
その経験」

単著 2008年2月26日
『社会システム研
究』No.11

39-50 12 日本語

論文
ピヤ・ポン
サピタック
サンティ

「テレビ広告に現れ
る外国イメージ　―
日本とタイの比較か
ら―」

単著 2008年7月

『マス・コミュニ
ケーション研究』
第73号　日本マ
ス・コミュニケー
ション

97-112 16 日本語

論文
ピヤ・ポン
サピタック
サンティ

「テレビ広告におけ
る社会・文化的差異
―日本とタイの比較
から―」

単著 2008年8月
『広告科学』第49
集　日本広告学会

82-93 12 日本語

論文
ピヤ・ポン
サピタック
サンティ

「テレビ広告におけ
るジェンダーの役割
の変容　―日本とタ
イの比較から―」

単著 2008年9月
『日本ジェンダー
研究』第11号　日
本ジェンダー学会

15-27 13 日本語

論文
ピヤ・ポン
サピタック
サンティ

「タイの広告　―特
性と未来像」

単著 2009年3月
『第61回「学生広
告電通賞」平成20
年度』

日本語
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論文 安井大輔
「近代日本の国民食
――日本食の形成に
おける『軍隊』の役

単著 2008年12月
『京都社会学年
報』

145-155 11 日本語

論文 鍵本優

「自己解体的な自己
意識の社会学的な考
察とその問題点　―
辻潤の言説を手がか
りとして」

単著 2009年3月
『ソシオロジ』第
53巻3号　社会学
研究会

3-19 17 日本語

論文 菅原祥

「社会主義文化にお
ける非行少年へのま
なざし――『雪ど
け』期のポーランド
映画における『ちん
ぴら』像の検討か

単著 2009年2月
『ソシオロジ』
53(3)

55-71 17 日本語

論文 濱西栄司

「動員論と行為論、
及び第三のアプロー
チ――方法論的差異
と社会運動の

単著 2008年11月
『ソシオロジ』第
163号　社会科学
研究会

39-53 15 日本語

論文 濱西栄司

「紛争イシューの多
様性に関する複合レ
ジームモデル　―政
治的機会構造、行為
社会学、福祉レジー
ム、受益/受苦圏」

単著 2008年12月
『京都社会学年
報』第16号　京都
大学社会学研究室

21-35 15 日本語

論文 濱西栄司

「トゥレーヌ社会学
における中心的テー
ゼの確立と展開――
『強い』社会運動論
の可能性、脱フラン
ス化と日本」

単著 2009年3月
『現代社会学理論
研究』第3号　日
本社会学理論学会

163-174 12 日本語

論文 濱西栄司

「＜個々人の実践＞
とその環境（3）――
『恐怖の親密圏』と
『非暴力の親密

単著 2008年11月
『スローワーク』
第31・32号

10-12 3 日本語

論文 濱西栄司
「＜個々人の実践＞
とその環境（2）」

単著 2008年7月
『スローワーク』
第23号

10-12 3 日本語

論文 濱西栄司

「制度問題と集合行
為･特性――ナショナ
ルな制度総体論の意
義と限界」

単著 2008年5月
『社会運動研究の
現代的課題』

21-30 10 日本語

論文
Eiji
HAMANISHI

“Movements around
the G8 Summit
(2008)”

単著 2009年2月1日 Womble 英語

論文 濱西栄司

市民サミット2008[1]
（6日前半：オープニ
ングセレモニー、第1
部「貧困を過去のも
のに」）

単著 2008年7月7日

G8 Media Network
website
(http://g8median
etwork.org/)

日本語

論文 濱西栄司

市民サミット2008[2]
（6日後半：第2部
「持続可能なグロー
バル社会へ」）

単著 2008年7月7日

G8 Media Network
website
(http://g8median
etwork.org/)

日本語

論文 濱西栄司

市民サミット2008[3]
（7日：「グローバル
ガバナンス再考：G8
サミットのアカウン
タビリティ）

単著 2008年7月8日

G8 Media Network
website
(http://g8median
etwork.org/)

日本語

論文 木村至聖

「産業遺産のリプリ
ゼンテーション――
「負の記憶」の位置
づけをめぐって」

単著 2008年6月
『二十世紀におけ
る「負」の遺産の
総合的研究』

67-87 21 日本語

オンライン
http://www.womble
s.org.uk/

オンライン
http://g8medianet
work.org/

オンライン
http://g8medianet
work.org/

オンライン
http://g8medianet
work.org/

http://www.wombles.org.uk/�
http://www.wombles.org.uk/�
http://www.wombles.org.uk/�
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論文 木村至聖

「地域社会における
産業遺産活用の可能
性――長崎市高島
町・軍艦島をめぐる

単著 2009年3月
『労働社会学研
究』10

173-5 3 日本語

論文 李洪章

「肯定性を生きる戦
略としての『語り』
と『対話』――在日
朝鮮人＝日本人間
「ダブル」のライ
フ・ストーリーを事
例として――」

単著 2008年12月
『京都社会学年
報』16号

75-96 22 日本語

論文
ライカイ・
ジョンボル

「社会主義近代化に
おける家族社会学テ
キスト作成上の困難
―中国を事例とし

単著 2008年12月
『現代社会研究』
11

175-191 17 日本語

論文 戸梶民夫

「クイア・パフォー
マティヴィティと身
体変形実践――トラ
ンスジェンダーの性
別移行に見る移行目
標の実定化と恥の解

単著
2009年5月掲載
予定

『ソシオロジ』
165号

69-85 17 日本語

論文 鈴木史己

「方言分布から見る
新語形の成立方式に
ついて　―新来事物
ジャガイモ・サツマ
イモを例として―」

単著 2008年10月 『中国語学』 19-38 20 日本語

論文 小城 拓理
「ロックにおける統
治の解体について」

単著 2009年3月
『倫理学年報』第
58号　日本倫理学
会

79-91 13 日本語

論文 小城 拓理
「ロックの自然法に
ついて」

単著 2009年3月
『イギリス哲学研
究』第32号　日本
イギリス哲学会

27-40 14 日本語

論文 田中健一

「奈良・聖林寺と京
都・観音寺の十一面
観音像をめぐる諸問
題　―図像的特徴の
検討を中心に―」

単著 2009年3月
『京都美学美術史
学』8号　京都美
学美術史学研究会

65-98 24 日本語

論文 矢頭英理子
「鏑木清方筆《築地
明石町》に関する考
察」

単著 2009年3月10日
『京都美学美術史
学』8号　京都美
学美術史学研究会

137-172 36 日本語

論文 太田純貴

「Haptiqueとは何か
――『感覚の論理』
を中心としたドゥ
ルーズの感覚論」

単著 2008年6月30日
『美学』第59巻・
第232号　美学会

29-42 14 日本語

論文 杉山卓史

「啓蒙主義の徒花
か、ディスコの先駆
か　―色彩クラ
ヴィーアをめぐる狂

単著 2009年3月10日
『京都美学美術史
学』8号　京都美
学美術史学研究会

33-63 31 日本語

論文 鄭賢娥
「1950年代リアリズ
ム再考　―ルポル
タージュ絵画を中心

単著 2009年3月10日
『京都美学美術史
学研究会』第8号
京都美学美術史学

99-136 38 日本語

論文 穆亜萍
「中国都市における
農村出身女性」

単著 2008年12月
『京都社会学年
報』第16号

125-134 10 日本語

論文
レナト・リ
ベラ

「歴史から見た日本
と西洋のカルチャら
る・トレード：ジャ
ポニスムからジャパ
ン・クールへ」

単著 2008年12月
『京都社会学年
報』第16号

37-53 17 日本語

論文
レナト・リ
ベラ

“The Otaku in
Transition”

単著 2009年3月1日
『京都精華大学紀
要』

193-205 13 英語

論文 林誓雄
「ヒュームにおける
道徳感情と道徳的な
行為の動機づけ」

単著 2009年3月
『倫理学年報』第
58号

93-107 15 日本語

論文 杉本俊介
「企業の道徳的行為
者性を擁護する」

単著 2008年11月
『実践哲学研究』
第31号

41-59 19 日本語
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論文 近藤正基
「現代ドイツにおけ
る労使関係の変容
（1）」

単著 2008年7月
『京都大学法学論
叢』第163巻第4号

43-65 23 日本語

論文 近藤正基
「現代ドイツにおけ
る労使関係の変容

単著 2008年8月
『京都大学法学論
叢』第163巻第5号

77-106 30 日本語

論文 近藤正基
『現代ドイツにおけ
る福祉国家の政治』

単著 2008年9月
京都大学大学院
法学研究科　博士
論文

347 日本語

論文 安周永

「日本と韓国におけ
る労働市場政策の変
容
　―労働者派遣法の

単著

2008年12月号、
1月号、2月号に
掲載予定

『法学論叢』第
165巻12月号・1月
号・2月号　京都
大学法学会

未定 未定 日本語

論文 城戸英樹
「地方分権と日本の
基礎自治体」

単著 2009年3月
『TOYONAKAビジョ
ン22』Vol.12

65-69 5 日本語

論文 吉野裕介

「戦後台湾と日本に
おけるハイエク思想
の受容比較：隣国
（隣人）の理解と自
国（自分）の発見」

単著 2008年3月

『再演京都アメリ
カ研究夏期セミ
ナー：人と思想の
国際的交流』
〔ISSN-1881-
6525〕，Vol.2:
No.1

34-37 日本語

論文 井上博登
「第4章　ワーク・ラ
イフ・バランス―教
員編―」

共著 2008年10月27日

早稲田大学・男女
共同参画推進室・
女性研究者支援総
合研究所

71-95 25 日本語

論文 永吉守

「市民に寄り添う活
動家兼研究者　－近
代化産業遺産活用の
事例より－」

単著 2008年7月
『九州人類学会
報』35号　九州人
類学研究会

30-45 16 日本語

論文 樋口拓朗
“Another Meal is
Possible――コレク
ティブ・キッチン”

単著 2008年
『オルタ』11-12
月号

72-73 2 日本語

論文 樋口拓朗 「キッチン」 単著 2009年7月
『VOL Lexicon』
以文社

42-43 2 日本語

論文

Hayashi,Yu
ka, Yosuke
Igarashi,
Yukinori
Takubo,
Tomoyuki
Kubo

“An instrumental
analysis of the two
tone system in
Ikema Ryukyuan”

共著 2008年9月
『第22回日本音声
学会全国大会予稿
集』

175-180 6 英語

論文

川田拓也，
林由華，岩
崎勝一，大
野剛

「琉球語宮古池間方
言におけるmmyaの談
話機能」

共著 2009
『言語文化のクロ
スロード』（柴崎
礼士郎編）

111-130 20 日本語

論文 林由華
「琉球語宮古池間方
言の談話資料」

単著 2009年3月
『地球研記述論
集』1

153-199 47 日本語

論文 片田孫朝日

「『男子は4周を目標
に』体育授業の性別
カリキュラムと男女
生徒への性差別」

単著 2008年12月

『ジェンダーで考
える教育の現在
―フェミニズム教
育学をめざして
』　解放出版社

96-110
(15)

211 日本語

論文 草野千秋

「組織内プロフェッ
ショナルのチーム・
マネジメントに関す
る研究」

単著 2009年1月
京都大学大学院
経済学研究科　博
士論文

128 日本語

論文 安里和晃
「東アジアにおける
ケアの「家族化政
策」と外国人家事労

単著 2009年3月
『福祉社会学研
究』

10-25 16 日本語

論文 安里和晃
「外国人介護労働者
と労働市場の形成」

単著 2009年3月 『家計経済研究』 45-52 8 日本語
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論文 安里和晃
「『家族化政策』と
人の国際移動」

単著 2009年3月

『国際移動とジェ
ンダー研究会編
「アジアにおける
再生産領域のグ
ローバル化とジェ
ンダー再配置」一
橋大学大学院社会
学研究科・伊藤る
り研究室』

131-151 21 日本語

論文 安里和晃
「タイにおける医療
をめぐる人の国際移

単著 2009年3月
『経済学研究』
(民際学特集)

日本語

論文 木津祐子
「琉球的官話課本，
“官話”文体与“教
訓”言語」

単著 2008年6月
『域外漢籍研究集
刊』4（中華書
局）

17-33 17 中国語

論文 久本憲夫
「日本的雇用システ
ムとは何か」

単著 2008年12月

仁田道夫・久本憲
夫　編『日本的雇
用システム』　ナ
カニシヤ出版

9-26 18 日本語

論文 久本憲夫 「能力開発」 単著 2008年12月

仁田道夫・久本憲
夫　編『日本的雇
用システム』　ナ
カニシヤ出版

107-161 55 日本語

論文 久本憲夫 「雇用政策」 単著 2008年9月

久本憲夫・玉井金
五編『社会政策
〈1〉ワーク・ラ
イフ・バランスと
社会政策 (社会政
策 1) 』　法律文

15-30 16 日本語

論文 久本憲夫
「ドイツにおける職
業別労働市場への参

単著 2008年8月
『日本労働研究雑
誌』No.577

40-52 13 日本語

論文 久本憲夫
「正社員のキャリア
管理」

単著 2008年4月

若林直樹・松山一
紀編『企業変革の
人材マネジメン
ト』　ナカニシヤ
出版

219-240 22 日本語

論文 落合恵美子

「アジアにおけるケ
アネットワークと福
祉ミックス――家族
社会学と福祉社会学
との結合」

単著 2008年7月15日
『家族問題研究』
33号

3-20 18 日本語

論文 崔博憲
「移民を生きるとい
うこと」

単著 2009年3月 『戦争と性』28号 121-132 12 日本語

論文 佐々木祐

「あらたな自立空間
の創出にむかって
サパティスタ民族解
放軍・Primer
Festival Mundial de
la Digna Rabia か

単著 2009年3月
『インパクショ
ン』168号

165-170 6 日本語

発表

高橋恵子・
平井美佳・
有田恵・菅
原育子

「発達研究における
中・高年者のデータ
の持つ意味」

共同 2008年3月
日本発達心理学会
第19回大会

日本語

論文 有田恵
「子どもの死と死生
学」

単著 2008年3月

科学研究補助金基
盤研究Ｂ「小児が
ん等のターミナル
期にある子どもの
教育内容・方法に
関する国際比較研
究」

45-51 7 日本語

論文 有田恵
「子どもの死と死生
学」

単著 2008年3月

科学研究補助金基
盤研究Ｂ「小児が
ん等のターミナル
期にある子どもの
教育内容・方法に
関する国際比較研
究」

52-59 8 日本語
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論文

Uchida,
Y., &
Kitayama,
S.

“Happiness and
unhappiness in east
and west: Themes
and variations”

共著
印刷中（2009年
刊行予定） Emotion 未定 未定 英語

論文 内田由紀子

「日本文化における
自己価値の随伴性―
日本版自己価値の随
伴性尺度を用いた検

単著 2008年8月
『心理学研究』79
巻

250-256 7 日本語

論文 内田由紀子

「文化と心の相互構
成プロセス　―文化
心理学における文化
概念と方法論」

単著 2008年12月
『文化人類学研
究』9巻

46-63 18 日本語

論文

Uchida,
Y.,
Kitayama,
S.,
Mesquita,
B., Reyes,
J. A. S.,

“Is Perceived
emotional support
beneficial? Well-
being and health in
independent and
interdependent
cultures”

共著 2008年6月

Personality and
Social
Psychology
Bulletin, 34巻

741-754 14 英語

論文 内田由紀子
「文化と感情：比較
文化的考察と組織論
への意義」

単著 2008年6月
『組織科学』第41
巻 第4号

48-55 8 日本語

論文 大石高典 「あらはれ」 単著 2008年10月
『猿田彦大神
フォーラム』

142-165 24 日本語

論文 大石高典
「生態人類学会
ニューズレター」

単著 2009年2月 『生態人類学会』 20-22 3 日本語

論文 長谷川悟郎
「祭宴開催を名乗る
者とは」

単著 2009年4月
『JAMS News』
No.41　日本マ
レーシア研究会

日本語

論文 長谷川悟郎

「フィールドノート
―カピット･バレー流
域、イバンの首狩り
と妖怪グラシ」

単著 2009年4月
『JAMS News』
No.42　日本マ
レーシア研究会

日本語

論文 大澤真幸
「〈世界史〉の哲学
(第1回)　普遍性をめ
ぐる問い」

単著 2009年1月7日
『群像』64巻2号
講談社

6-21 16 日本語

論文 大澤真幸
「〈世界史〉の哲学
(第2回)　神＝人の殺
害」

単著 2009年2月7日
『群像』64巻3号
講談社

124-140 17 日本語

論文 日下渉

「フィリピン市民社
会の隘路─「二重公
共圏」における「市
民」と「大衆」の道
徳的対立」

単著 2008年12月
『東南アジア研
究』第46巻第3号

420-441 22 日本語

発表

Wakabayash
i, N.,
Yamada,
J.,
Yamashita,
M., and

Social Capital for
Highly Performing
Film Projects: The
Empirical Analysis
of Japanese
Filmmakers' Network

共同 2008年7月

International
Federation of
Scholary
Association of
Management, 9th
World Congress

Fudan
Universit
y, China

英語

発表

Wakabayash
i, N.,
Yamada,
J., and
Yamashita,
M.

Preserving a Unique
Cinema Taste within
the Home Community
of Practice: Social
Capital in Japanese
filmmaker networks
for Highly
Performing Film
Projects

共同 2009年3月12日

Internatinoal
Social Network
Analysis
Association, the
Sunbelt XXIX
Conference

The Bahia
Resort
Hotel,
San
Diego,
U.S.A.

英語

発表 吉田純
リスク社会における
『存在論的安心』の
可能性

単独 2008年12月12日

「学習する組織に
よる安全文化醸
成」ワークショッ
プ

日本語
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発表 吉田純
情報ネットワーク社
会における〈監視〉
と〈プライバシー〉

単独 2009年1月28日

システム制御情報
学会 講習会「あ
なたのプライバ
シーは護られてい
ますか?――監視
社会におけるプラ
イバシー保護のあ
り方と最近の工学
的取り組み」

日本語

発表 竹沢泰子
趣旨説明（オーガナ
イザー、発表）

単独
2008年12月5日
～6日

第12回京都大学国
際シンポジウム
『変化する人種イ
メージ―表象から
考える』

京都大学 日本語

発表 竹沢泰子

新しい抵抗、新しい
芸術 ― ポスト多文
化主義におけるアジ
ア系アメリカ人若手
芸術家たちのアイデ
ンティティ

単独
2008年12月5日
～6日

第12回京都大学国
際シンポジウム
『変化する人種イ
メージ―表象から
考える』

京都大学 日本語

発表 竹沢泰子
comments（コメン
テーター）

単独 2008年7月26日
第2回名古屋アメ
リカ研究夏季セミ
ナー

南山大学 英語

発表 竹沢泰子 移民の文化的適応 単独
2008年6月7～8
日

日本生理人類学会
大阪市立
大学

日本語

発表
Motoki
Akitsu

A Japanese
tradition of study
on agricultural
ethics: a critical
review of the
academic history of
‘Philosophy of
Agricultural

単独 2008年7月11日
XII World
Congress of
Rural Sociology

Goyang,
Korea

英語

発表

網中奈美
江・今泉
晶・秋津元
輝

タイにおける有機農
産物の流通と信頼

共同 2009年3月29日
2009年度日本農業
経済学会大会

筑波大学 日本語

発表
Takubo,
Yukinori

Formal Approaches
to the Relation of
Tense, Aspect and
Modality:
Introduction

単独 2008年7月21日

18th
International
Congress of
Linguists

英語

発表 田窪行則 直示のソについて 単独 2008年10月18日 日本語文法学会 日本語

発表

Hayashi,Yu
ka &
Yusuke
Igarashi

An instrumental
analysis of the two
tone system in
Ikema Ryukyuan

共同 2008年9月15日
第22回日本音声学
会

日本語

発表

Takubo,Yuk
inori,
Yuka
Hayashi,
Tomoyuki
Kubo, and
Yusuke

On the tonal system
and its realization
rules of Ikema
Ryukyuan

共同
2008年9月19日
～26日

Mind Speaks with
Prosody: Mini-
Workshop on
Prosodic Cues in
Japanese Grammar

英語

発表
Takubo,
Yukinori

Japanese expression
of temporal
identity: Aspectual
and counterfactual
interpretation of
tokoro-da

単著 2008年11月13日

18th
Japanese/Korean
Linguistics
Conference

英語
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発表

Takubo,Yuk
inori,
Yuka
Hayashi,
Tomoyuki
Kubo, and
Yusuke

On the tonal system
and its realization
rules of Ikema
Ryukyuan (revised)

共同 2009年1月10日

The 4th
International
Workshop on the
Interface
between Prosody
and Information
Structure

英語

発表

Takubo,
Y., Y.
Hayashi,
T.Motoki
and C.
Kurumada

The Digital Museum
project for the
documentation of
Ikema Ryukyuan

共同 2009年3月13日

Paving ways to
documenting an
invisible
linguistic
minority in
Japan: The case
of Ikema

英語

発表

Iwasaki,
S., T.
Ono, Y.
Takubo

Paving ways to
documenting an
invisible
linguistic minority
in Japan: The case
of Ikema

共同 2009年3月13日

Paving ways to
documenting an
invisible
linguistic
minority in
Japan: The case
of Ikema

英語

発表 伊藤公雄

We, Japanese, gotta
have Wa? --
Collectivism in
Japanese sport
culture.

単独
July 26～29,
2008

In 5th World
Congress of
International
Sociology of
Sport

Kyoto
Universit
y

英語

発表 伊藤公雄
「人身取引の防止に
向けて―需要の抑制
と教育」

単独 2008年12月20日

国際シンポジウム
「人身取引問題の
現在(いま)―世
界、アジア、そし
て日本で」

日本語

発表 松田素二

Forest Conservation
Discourse as the
Weapon of the
Strong　-With a
Special reference
to Maragoli Forest
Communities in
Western Kenya-

単独
August 16-17,
2008

Chiang Mai
Seminar
『Community of
Becoming』

英語

発表 松田素二
Beyond the Africa-
Schema

単独 March 4, 2009

Japan-Africa
Journalist
Conference at
Yaounde,

英語

発表
Kiichiro
Yagi

Origins of
Transition
Economics in China
and Its Divergence
from Reform
Economics in
Eastern Europe

単独 2008年10月23日

Governance
Transition and
Government
Reform in
Globalization:
30th Aniversary
of Chinese
Reform and

Shanghai
Jiaotong
Universit
y（上海交
通大学国
際与公共
事務学
院）

英語

発表
Kiichiro
Yagi

Economic
Integration and
Social Cohesion:
European Experience
and East Asian

単独 2008年10月23日
武漢大学
経済与管
理学院

英語

発表 八木紀一郎
コメント（シンポジ
ウムのパネリスト）

単独 2008年10月23日
A・E・バーシェイ
『日本の社会科
学』

福島大学
経済学部

日本語

発表
Kiichiro
Yagi

Globalization and
Vernacularization
in Economic Thought

単独 2008年10月23日
国立政治
大学（台
北）

英語
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発表
Kiichiro
Yagi

Was
“sozialforschung”
an Aesop's Word?: A
Linkage of Marxism
between Japan and
the west

単独 2009年3月21日

Disemination of
economic ideas:
Joint Conference
of ESHET and
JSHET

一橋大学 英語

発表 八木紀一郎
進化的社会科学のな
かでの主観主義と客
観主義

単独 2009年3月21日
進化経済学会第13
回大会

岡山大学 9 日本語

発表 中村俊春
花の静物画家として
のヤン・ブリューゲ
ル（父）

単独 2009年1月31日

「ウィーン美術史
美術館蔵静物画の
秘密展」記念シン
ポジウム「西洋の
静物画」

兵庫県立
美術館

日本語

発表 水谷雅彦
居酒屋あるいは会話
の場としての公共圏
――その機能と現状

共同
（対
論）

2008年12月6日
日本現象学・社会
科学会

日本語

発表 杉本淑彦
翻案『源氏物語』モ
ノにみる現代日本

単独 2008年12月13日

京都大学大学院文
学研究科国際シン
ポジウム「世界の
中の『源氏物語』
～その普遍性と現
代性」

日本語

発表 森本一彦 仏教寺院と家 単独 2008年9月

Workshop on
Comparative
Studies of
Chinese and
Japanese

香港大学 日本語

発表 今田絵里香

戦後日本の少女雑誌
文化における「少
女」――少女雑誌
『ひまわり』『ジュ
ニアそれいゆ』分析

単独 2008年9月19日
日本教育社会学会
第60回大会

日本語

発表 今田絵里香

近代日本の「少年」
の変遷──戦前の少
年雑誌『日本少年』
における理想像を中

単独 2008年11月23日
日本社会学会第81
回大会

日本語

発表 平田知久

データベースとして
の「地域」とは何
か？――人々はそれ
をどのように生かす
ことになるのか？

単独 2009年3月15日

日本社会情報学会
（JSIS）実践型&
公募型ワーク
ショップ

名古屋大
学大学院
情報科学
研究科

日本語

発表 石井素子 コメンテーター 単独 2008年9月27日
ふたつの学生文化
研究会合同シンポ
ジウム

京都大学 日本語

発表 安井大輔
「第二次世界大戦前
後の総動員体制と日
本の食」

単著 2008年10月30日
食の思想史研究会
第4回研究会

日本語

発表 福田順

外国人株主は日本企
業の従業員数を減少
させたのか －化学、
鉄鋼、電機、卸・小
売業のデータを用い
た実証分析－

単独 2008年10月26日
経済理論学会第56
回全国大会

日本語

発表 福田順

外国人株主は日本企
業の従業員数に影響
を与えるか ― 外国
人の投資行動が活発
な産業を対象にした
実証分析 ―

単独 2009年3月
第47回数理社会学
会大会

日本語

発表 福田順
外国人株主は日本企
業の従業員数を減少
させたのか

単独 2009年3月28日
第13回進化経済学
会大会

日本語

発表
本間利通・
中本龍市

組織文化とイノベー
ション：製薬企業の
人事施策について

共同 2009年9月3日 文化経営学研究会 東京 日本語
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発表
Nakamoto
R.

Trade off among
organizational
capabilities: The
case of
pharmaceutical
firms in Japan

単独 2009年12月15日
Asia Academy of
Management

Taiwan 英語

発表
Nakamoto
R. &
Kanki, N.

Structural Holes in
Affiliation
Networks

共同 2009年3月14日

International
Networks for
Social Network
Analysis

US 英語

発表

Osanai
A.,Nakamot
o R.,
Kanki N. &
Ibuki Y.

Bridging
technological
standards in
competition:
aggressive strategy
of a peripheral
company

共同 2009年3月14日

International
Networks for
Social Network
Analysis

US 英語

発表
野口寛樹 NPOにおけるケイパビ

リティー（組織能
力）の考察

単独 2007年7月13日
組織分析・グロー
バルビジネス合同
ワークショップ

日本語

発表

桜井政成・
○野口寛
樹・小田切
康彦・久保
友美・藤山
敬史・林智
史・蒲生智
哉

日本型ＮＰＯの発展
モデル：京都府内Ｎ
ＰＯ法人調査から

共同 2008年3月15日 日本NPO学会 日本語

発表

桜井政成・
○野口寛
樹・小田切
康彦・久保
友美・藤山
敬史・林智
史・蒲生智
哉

NPO法人の発展モデル
に関する多角的分析
～京都府認証NPO法人
05年度事業報告書か
ら～（中間報告）

共同 2008年4月22日 京都NPO研究会 日本語

発表 野口寛樹
NPOにおけるケイパビ
リティー（組織能
力）の考察

単独 2008年4月25日
組織分析・グロー
バルビジネス合同
ワークショップ

日本語

発表
野口寛樹 NPOにおけるケイパビ

リティー（組織能
力）の考察

単独 2008年6月7日 組織学会 日本語

発表

野口寛樹
　 委託、助成・補助金

を得るための要素
単独 2008年9月6日

非営利法人研究学
会

日本語

発表 土田陽子
「昭和戦前期の中等
教育機関における模
範生徒像」

単独 2008年9月20日
日本教育社会学会
第60回大会

日本語

発表 和崎光太郎

世紀転換期における
倫理的＜修養＞ ―姉
崎正治と浮田和民を
中心に―

単独 2009年3月8日

教育史フォーラ
ム・京都　第23回
研究会（京都大
学）

日本語

発表
SHIBATA,
Haruka

Economic Growth and
Solidarity: The
Transformation of
Intimacy and
Publicness

単独 2009年3月18日

International
Workshop on
Standard
Questionnaire
for Social

Seoul
National
Universit
y

英語

発表

網中奈美
江・今泉
晶・秋津元
輝

タイにおける有機農
産物の流通と信頼

共同 2009年3月29日 日本農業経済学会 日本語



16

種別 著者名
著書、学術論文等の
名称

単・共
著の別

発行又は発表の
年 月 日

発行所、発表雑誌
等又は発表学会等
の名称

掲載頁 総頁数 言語

発表
Ernani
Shoiti Oda

Ethnic and national
narratives in a
Japanese Brazilian
Family

単独 2008年11月23日 日本社会学会 英語

発表
Ernani
Shoiti Oda

Representing
Brazilian Culture
in Japan

単独 2008年12月5日
京都大学国際シン
ポジウム

英語

発表
Ernani
Shoiti Oda

Family narratives
and ethnic
migration

単独 2008年12月19日

International
Sociological
Association (RC
21)

英語

発表
ピヤ・ポン
サピタック
サンティ

テレビ広告に現れる
外国イメージ　―日
本とタイの比較から

単独 平成20年10月
日本広告学会関西
部平成21年度第1
回部会研究会

日本語

発表
Eiji
HAMANISHI

Global Movements
around 2008 G8
Summit in Japan: An
Overview of the
Relationship
between Leftists
and NGOs

単独
September 7,
2008

Panel 5: East
Asian Movements
and
Globalization,
RC47,　First ISA
Forum of
Sociology

Barcelona
, Spain

英語

発表 濱西栄司
W会の展開過程と現在
――社会運動から社
会的企業へ

単独 2008年11月16日
ミニ国際社会学
フォーラム

NPO法人
ニュース
タート事
務局関西

日本語

発表 濱西栄司
東アジアのアクティ
ビストネットワーク

単独 2009年2月 GLSM研究会

於法政大
学・市ヶ
谷キャン
パス

日本語

発表 濱西栄司
トゥレーヌ派の社会
学――社会運動調査
から初期トゥレーヌ

単独 2008年10月25日
日本社会学史学会
関西研究例会

京都橘大
学

日本語

発表 濱西栄司
制度をめぐる集合行
為（Ⅱ）：W会の80-
90年代

単独 2008年6月25日
ミニ国際社会学
フォーラム

NPO法人
ニュース
タート事
務局関西

日本語

発表 木村至聖

産業遺産の表象をめ
ぐる今日的問題――
「重い近代」の意味
づけのゆくえ

単独 2008年11月
『日本社会学会』
No.81

仙台 日本語

発表
木村至聖・
永吉守・井
上博登

移動する家族の生活
史――旧産炭地を事
例として

共同 2009年2月
『京都大学GCOE第
二回全体研究会』

京都 日本語

発表 木村至聖
地域社会における産
業遺産の活用をめぐ
る社会的記憶の生成

単独 2009年3月
旧産炭地研究会い
わき

日本語

発表 李洪章

カテゴリーを拒否す
る『ダブル』のライ
フ・ストーリー　―
『日本人』と『在日
朝鮮人』、二つの世
界観をめぐって―

単独 2008年10月12日
日本オーラルヒス
トリー学会　6回
年次大会

日本語

発表 李洪章

『新しい在日朝鮮人
運動』をめぐる対話
の諸相　―『パラム
の会』を事例として

単独 2009年1月17日

2009合同国際学術
会議「グローバル
ディアスポラ経済
と文化的理解」

日本語

発表 李洪章

『新しい在日朝鮮人
運動』をめぐる対話
形成の課題と可能性
――『パラムの会』
を事例として

単独 2009年2月15日
マイノリティ問題
研究会

日本語

発表 李洪章

総連系在日朝鮮人男
性の『国際結婚』―
―『民族性の固守・
継承』と『家族戦
略』の視角から

単独 2009年3月21日

「東北アジアにお
けるコリアン・
ディアスポラの親
密圏と公共圏」研
究会

日本語
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発表

Yamaguchi,
K. and
Hongjang
Lee

The Strategy of an
‘Intimate’ Public
Sphere

共同 2009年1月11日
次世代グローバル
ワークショップ

英語

発表
ライカイ・
ジョンボル

ポスト社会主義期ハ
ンガリーにおける市
民社会形成と「Well-
Being」問題
――非営利組織の勃
興と「空虚な個人
化」論再考――

単独
2009年1月24日
～2月7日

ブダペス
ト市　ハ
ンガリー

ハンガ
リー語

発表
Takashi
Sakamoto

Le problème de
l'histoire chez
Michel Foucault

単独 2008年6月27日

Journée des
doctorants,
L.N.S. (Lumiè
res, Nature,

Universit
é
Bordeaux
3, France

フラン
ス語

発表 矢頭英理子
大正末から昭和初期
における女性像に関
して

単独 2008年12月13日

国際シンポジウム
「アジアの近代美
術に見る親密圏の
表象」

京都大学 日本語

発表 太田純貴
「どもる」というこ
と

単独 2008年12月20日

第14回視聴覚文化
研究会、シンポジ
ウム「メディア・
テクノロジーと
ドーピング」

京都大学 日本語

発表 杉山卓史
心身問題から感性論
へ　―不惑のカント
―

単独 2009年3月8日

大学院教育改革支
援プログラム：古
典力と対話力を核
とする人文学教
育・第15回視聴覚
文化研究会／第3
回神戸芸術学研究
会合同研究会（特
集「カント感性論
の現在形」）

神戸大学 日本語

発表 鄭賢娥
1950年代リアリズム
再考　―ルポルター
ジュ絵画を中心に

単独 2008年10月13日
第59回美学会全国
大会「若手フォー
ラム」

同志社大
学

日本語

発表 森田次朗

コミュニティ・ス
クール像の再検討－
－三重県御浜町尾呂
志学園の事例をとお

単独 2008年11月23日
第81回日本社会学
会大会

日本語

発表 林誓雄
環境倫理学における
ヒューム哲学　―そ
の限界と可能性―

単独 2009年3月21日
京都生命倫理研究
会

日本語

発表 太田徹 精神疾患と健康 単独 2008年12月25日
京都生命倫理研究
会

日本語

発表 杉本俊介 健康の概念分析 単独 2008年6月29日
京都生命倫理研究
会

日本語

発表 杉本俊介
コメント（伊勢田哲
治『動物からの倫理
学入門』）

単独 2009年3月21日
京都生命倫理研究
会

日本語

発表 近藤正基
統一ドイツにおける
福祉国家の政治

単独 2008年6月 日本比較政治学会 日本語

発表 近藤正基
統一ドイツにおける
福祉レジームの変容

単独 2008年9月 関西行政学研究会 日本語

発表 近藤正基
ドイツ福祉レジーム
の変容

単独 2009年2月

GCOE政策班シンポ
ジウム「福祉レ
ジーム変容の国際
比較」

日本語

発表 近藤正基
統一後のドイツ福祉
レジーム　―自由主
義モデル化の諸相―

単独 2009年3月

文部科学省科学研
究費定例研究会
（ドイツ社会国家
の成立・変遷とそ
れをめぐる論争お
よび学説）

日本語
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発表 城戸英樹
書評：Hamilton's
Paradox

単独 2008年9月
関西政治経済学研
究会

日本語

発表 高村竜平
朴正煕政権下の墓地
政策

単独 2008年6月28日
朝鮮史研究会関西
部会月例会

日本語

発表 高村竜平
葬法選択と墳墓から
みた朝鮮の近代

単独 2008年10月18日
韓国・朝鮮文化研
究会第9回大会シ
ンポジウム

日本語

発表 高村竜平 韓国墓地風水の近代 単独 2008年12月11日

明治大学古代学研
究所シンポジウム
「東アジアの墓地
風水」

日本語

発表
Yusuke
YOSHINO

Acceptance and
Diffusion of
Liberal Economic
thought: On East
Asian Countries

単独 February 2008

 Regenerate
Kyoto Summer
Seminar Project
–Institute of
European and
American Studies
Joint Seminar,
Academia Sinica

Taipei,
Taiwan

英語

発表
Yusuke
YOSHINO

The Acceptance of
F.A.Hayek's
thought: In East
Asian Countries

単独 March 2008

In East Asian
Countries”,
Young Scholars'
Seminar 2008,
The Japanese
Society for The
History of
Economic Thought

Hitotsuba
shi
Universit
y, Tokyo,
Japan,

英語

発表
Yusuke
YOSHINO

Hayek's Methodology
Reconsidered -
Subjectivism,
Spontaneous Order,
and Rule-Guided
Behavior-

単独 November 2008

The Foundation
of methodology
of modern
economics Young
Scholars Seminar
2008, Tokyo
University for
Foreign Studies

Tokyo,
Japan

英語

発表 吉野裕介

再演京都セミナー・
プロジェクト」の意
義：世代・国境・
ディシプリンを越え
る

単独 2008年10月

（財）トヨタ財団
「アジア隣人ネッ
トワーク」研究プ
ロジェクト『再演
京都セミナー研究
会』第5回

同志社大
学

日本語

発表 吉野裕介

若手研究者のキャリ
アと学会報告　―日
米亜の比較の視点か
ら

単独 2009年2月

経済学史学会主催
『プレゼンテー
ションクリニック
in関西』

関西大学 日本語

発表 西牟田真希

エネルギー資源から
文化資源としての炭
鉱にみる文化遺産化
への意志

単独 2008年5月25日
関西社会学会 第
59回大会

松山大学 日本語

発表 井上博登
端島は宝の島じゃっ
た！

共同 2008年2月18日

京都大学グローバ
ルCOE「親密圏と
公共圏の再編成を
めざすアジア拠
点」第2回全体研

日本語

発表 永吉守

文化遺産としての近
代化産業遺産とその
価値付け　―「世界
遺産」と「世間遺
産」のはざまで―

単独 2008年6月1日
日本文化人類学会
第42回研究大会

京都大学 日本語

発表 永吉守
近代化産業遺産の保
存・活用と地域づく

単独 2008年10月5日
日本民俗学会 第
60回年会

熊本大学 日本語

発表 永吉守

近代化産業遺産を
「世間遺産」に　―
大牟田・荒尾炭鉱の
まちファンクラブの
とりくみ―

単独 2008年11月29日
九州街並みゼミ第
一分科会

早良市民
センター
(福岡市)

日本語
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発表
永吉 守・
木村 至
聖・井上

移動する家族の生活
史　―旧産炭地を事
例として

共同 2009年2月18日
グローバル
COE2008年度第2回
全体研究会

京都大学 日本語

発表 永吉守

「炭都」の心象風景
を次世代に　―文化
遺産活用型NPOのとり
くみ―

単独 2009年3月21日
日本NPO学会第11
回年次大会

名古屋大
学

日本語

発表

Hayashi,
Yuka &
Yusuke
Igarashi

An instrumental
analysis of the two
tone system in
Ikema Ryukyuan

共同 2008年9月15日
第22回日本音声学
会

日本語

発表

Takubo,Yuk
inori,
Yuka
Hayashi,
Tomoyuki
Kubo, and
Yusuke

On the tonal system
and its realization
rules of Ikema
Ryukyuan

共同 2008年9月19日

Mind Speaks with
Prosody: Mini-
Workshop on
Prosodic Cues in
Japanese Grammar

英語

発表

Takubo,Yuk
inori,
Yuka
Hayashi,
Tomoyuki
Kubo, and
Yusuke

On the tonal system
and its realization
rules of Ikema
Ryukyuan (revised)

共同 2009年1月10日

The 4th
International
Workshop on the
Interface
between Prosody
and Information
Structure

英語

発表

Takubo,
Y., Y.
Hayashi,
T. Motoki
and C.
Kurumada

The Digital Museum
project for the
documentation of
Ikema Ryukyuan

共同 2009年3月13日

The 1st
international
conference of
language
documentation
and conservation

英語

発表 片田孫朝日
子どもの人権視点に
基づく男女平等教育
に向けて

単独 2008年8月
日本教育学会第67
回

日本語

発表
Asahi S.
Ktada

How Gender
Regulation Actually
Works?　-Case Study
of Physical
Education in a
Japanese High
School—

単独 2009年3月

Gender and
Education

Association 7th

International
Conference
Abstracts

英語

発表 草野千秋

組織内プロフェッ
ショナル間のチー
ム・メカニズム　―
医療従事者を対象に

単独 2008年7月
日本労務学会　関
西例会

日本語

発表 Asato Wako

“The Migration of
Nurses and
Careworkers from
Indonesia to Japan
under EPA: The
Sending Country
Perspective”

単独 2009年3月

 SECOND
PHILIPPINE-JAPAN
CONFERENCE ON
MIGRATION “The
Migration of
Filipino
Careworkers to
Japan Under
JPEPA: Learning
from the
Indonesian
Experience and
Initial
Responses of the
Philippine

英語

発表 安里和晃
外国人看護師・介護
士受入れの現状と課
題

単独 2009年3月
東京商工会議所第
６回外国人労働者
問題委員会

日本語

発表 Asato Wako
Demographic Change
and Migration

単独 2009年3月
Gadjah Mada大学
看護学部

英語
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発表 安里和晃
「介護・看護のグ
ローバリゼーション
の論点」

単独 2009年1月

笹川平和財団国際
ワークショップ
「始動する外国人
材による看護・介
護－－受け入れ国
と送り出し国の対
話」

日本語

発表 安里和晃
「人の国際移動の女
性化を再考する」

単独 2009年1月

日文研公開シンポ
ジウム「アジアの
女性はどこへ行
く」

日本語

発表 安里和晃

「包摂される外国人
労働者――家事・介
護・看護をめぐる人
の国際移動」

単独 2008年11月

北海道大学大学院
法学研究科主催シ
ンポジウム「グ
ローバル化の中の
福祉国家とエスニ
シティ－介護と社
会保障のグローバ
ル化？」

日本語

発表 Asato Wako

Familialization of
Care and
Transnational
Migration in East
Asia

単独 2008年10月

“Global COE
Kickoff
Symposium:
Towards
Reconstruction
of the Intimate
and Public
Spheres in 21st
Century Asia”

英語

発表 Asato Wako

Familialisation of
Care and
International
Migration in East
Asia

単独 2008年9月

Workshop on
Human Security
and Migration:
Southern Africa
and Japan in
Comparative
Perspective

英語

発表 青山薫
Migrant Sex Workers
from Modernisation
to Globalisation

単独 2009年1月2日

国際日本文化研究
所・京都大学GCOE
シンポジウム「構
築されるアジアの
ジェンダー」

英語

発表
Kaoru
Aoyama

Sex Work: the
Necessity to Go
beyond Dichotomy

単独 2009年2月18日

Open Seminar on
‘Re-evaluating
Theories of Sex
Work' at Dept.
of Sociology

Universit
y of
Essex, UK

英語

発表
Kaoru
Aoyama

Why Girls Went to
City?: Freedom and
Exploitation in the
Global Sex Trade

単独 2009年3月18日

South East Asia
Conference
Against Child
Sex Tourism

Sanur
Paradise
Plaza
Hotel,
Bali,
Indonesia

英語

発表 青山薫
『「セックスワー
カー」とは誰か』を
めぐって

単独 2009年3月21日
山川菊栄記念会学
習会

東京・日
本キリス
ト教会館

日本語

発表
Emiko
Ochiai

“Gender Role
Changes and
Childcare Networks
in East and
Southeast Asia:
Results from a
Comparative
Research of Six

単独 2008年5月15日

Conference on
‘The Arab
family in the
21st Century’
held at Doha,
organized by the
Doha
International

英語
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発表 一條洋子

「農業労働力調達の
ための親密圏と公共
圏　―経済発展にと
もなう再編成―」

単独 2009年4月6日

グローバルCOE
「親密圏と公共圏
の再編成をめざす
アジア拠点」
「2008年度成果報

日本語

発表 加藤眞理子

東北タイにおけるサ
ラパン仏教讃歌の成
立と普及　―近代仏
教の地方での展開―

単独 2008年6月7日
東南アジア学会第
79回研究大会

大阪大学 日本語

発表 髙谷幸
現代日本の非正規滞
在者を規定する二つ
の社会構造と生活世

単独 2008年6月21日
第56回関東社会学
会

首都大学
東京

日本語

発表
TAKAYA
Sachi

The challenges and
difficulties of the
movements
concerning about
undocumented

単独 2008年12月18日

ISA Research
Committee on
Urban & Regional
Development
Tokyo

英語

発表 坂梨健太

Cacao Production
and the Use of
Forest Resources in
Southern Cameroon

単独 2009年2月7日

International
Workshop
:Biological
Conservation and
Local
Community’s
Needs－Lessons
from Field
Studies on
Nature-Dependent

英語

発表
平井美佳・
有田恵・菅
原育子

発達研究における
中・高年者のデータ
の持つ意味

共同 2008年3月19日
『日本発達心理学
会第19回大会自主
シンポジウム』

日本語

発表
大倉得史，
有田恵

変化を問う質とは何
か　―モデル化でき
る質, できない質―

共同 2008年11月30日
日本質的心理学会
第5回大会自主シ
ンポジウム

日本語

発表 有田恵
臨床現場と理論をつ
なぐ研究者

単独 2008年12月18日

平成20年度　第９
回　死生学演習
臨床死生学・倫理
学研究会

日本語

発表 有田恵
生涯発達から捉える
死

単独 2009年1月16日
タナトロジー研究
会

日本語

発表 内田由紀子
サポートの授受にお
ける文化心理学的
パースペクティブ

単独 2008年9月18日
日本心理学会第72
回大会

日本語

発表

Uchida,
Y.,
Kitayama,
S., &
Mesquita

Culture, self, and
friendship:
Reciprocity
monitoring in
Japanese and
American contexts

共同 2008年6月7日

20th Annual
conference,
Human Behavior &
Evolution
Society

英語

発表 大石高典

フィールドの映像記
録に見る研究者 =
《私》の「生態」：
カメルーン共和国ド
ンゴ村における6年間
の映像資料の分析か

単独 2008年6月

日本文化人類学会
第42回研究大会分
科会「映像実践に
もとづくフィール
ドワーク論の構築
に向けて」

日本語

発表 大石高典
モノノケの民族生態
学

単独 2008年10月

猿田彦大神フォー
ラムおひらきまつ
り第１０回みちひ
らき助成研究発表
会

日本語
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発表 大石高典

撮ることと撮られる
こと：フィールドの
映像記録に見る調査
者と被調査社会の相
互作用

単独 2008年11月

京都大学グローバ
ルCOE「心が活き
る教育のための国
際的拠点」ワーク
ショップ『撮るも
のと撮られるもの
の関係性－事実と
物語の生成的関係
をめぐって』

日本語

発表 平石界
氏と育ちと進化と文
化

単独 2008年9月19日
日本心理学会第70
回大会

北海道大
学

日本語

発表 平石界
はじめての行動遺伝
学～生まれと育ちと
は？～

単独 2008年11月3日
日本社会心理学会
第49回大会

鹿児島大
学

日本語

発表 平石界

人々は“契約”をど
のように捉えるか―
思考の認知心理学研
究から―

単独 2009年2月4日

一橋大学国際共同
研究センター研究
プロジェクト：
「契約」の複合領
域研究　総括シン
ポジウム

日本語

発表

Shikizhima
, C.,
Hiraishi,
K.,
Yamagata,
S., Ono,
Y., Ando,
J.,
Neiderhise
r, J  M

An international
comparison of
etiologies of
parenting using
Japanese and
Swedish twins

共同 2008年6月

Behavior
Genetics
Association,
Louisville

英語

発表

Shikishima
, C.,
Ando, J.,
Hiraishi,
K.,
Yamagata,
S., Ozaki,
K.,
Takahashi,
Y ,

Familial
Transmission of
Authoritarian
Conservatism:
Genetic Inheritance
or Cultural
Transmission?

共同 2008年6月

Human Behavior
and Evolution
Society第20回大
会

京都大学 英語

発表

敷島千鶴・
平石界・尾
崎幸謙・安
藤寿康

行動遺伝学から見た
再生産：権威主義的
伝統主義の家族内類
似性から

共同 2009年3月
数理社会学会第47
回大会

京都産業
大学

日本語

発表 大越香江
女性医師が働き続け
るために

単独 2009年2月20日

パネルディスカッ
ション「女性医師
が働き続けるため
に-大学病院の職
場環境を考える」

日本語

発表
HASEGAWA,
Goro

Ethnography on
local cultural act:
interpreting of
ethnic textiles

単独
2008年7月14～
18日

 The 9th
Association of
the Pacific Rim
Universities
Doctoral
Students
Conference

Far
Eastern
National
Universit
y,
Vladivost
ok,
Russia

英語

発表
HASEGAWA,
Goro

Interpreting of
Ethnic Textiles:
Ethnography on the
Iban Pua Kumbu
Textile

単独
2008年7月29～
31日

The 9th Borneo
Research Council
9th Biennial
International
Conference

Universit
i
Malaysia
Sabah,
Kota
Kinabalu,
Malaysia

英語
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発表
TOJIRAKARN
MASHIMA

少女漫画を媒体にし
た源氏物語表現　―
『あさきゆめみし』
を中心に―

単独 2008年9月28日
シンポジウム「私
が読む『源氏物
語』とその世界」

同志社大
学

日本語

発表
TOJIRAKARN
MASHIMA

戦闘アニメにおける
『アンチヒーロー』
的ヒーローの発展
（Evolution of
“anti-hero”
characteristic in
Japanese battle
anime's heroes)

単独 2008年11月3日

国際学生ワーク
ショップ「東アジ
ア・東南アジアに
おけるPopular
Visual Imagesと
親密圏」

UAI
（Univers
ity Al
Azhar
Indonesia
）

日本語

発表 山口健一
異文化間コミュニ
ケーション論として
のA.ストラウス相互

単独 2008月11月 日本社会学会大会 日本語

発表 山口健一
在日韓国・朝鮮人と
日本人との「対話」
の成立条件

単独 2008月1月

韓中日国際学術会
議「グローバル
ディアスポラ経済
と文化的理解」

日本語

発表 山口健一
京都市の在日朝鮮人
集住地域にみる「多
文化共生」の理念

単独 2009年3月

「東北アジアにお
けるコリアン・
ディアスポラの親
密圏と公共圏」研
究会

日本語
(朝鮮
語)

発表 妙木忍
観光化する身体、迫
真性のゆくえ　―蝋
人形館の夢―

単独 2008年7月15日
東京大学第10回
ジェンダーコロキ
アム

日本語

発表 妙木忍
ISA学界動向調査報告
―Sociology of
Leisureを中心に―

単独 2008年9月24日

京都大学GCOEプロ
グラム「親密圏と
公共圏の再編成を
めざすアジア拠
点」帰国報告会

日本語

発表 妙木忍

戦後『主婦論争』に
おけるシングル女性
―『負け犬』論争へ
の連続性と断絶―

単独 2008年10月11日

東京外国語大学ア
ジア・アフリカ言
語文化研究所、共
同研究プロジェク
ト「『シングル』
と社会―人類学的
研究」第8回研究

日本語

発表 妙木忍

ライフコースの多様
化が生み出す女性間
の対立と葛藤　―戦
後『主婦論争』を通

単独 2008年11月23日
日本社会学会第81
回大会（東北大
学）

日本語

発表 妙木忍
戦後における温泉観
光地の発達とその変
容

単独 2008年2月17日

旅の文化研究所、
特定研究「戦後日
本における旅の大
衆化に関する研
究」第9回研究会

日本語

発表 朝田佳尚
防犯カメラ導入の過
程から見るコミュニ
ティの変容

単独 2009年4月6日

京都大学文学研究
科グローバルCOE
プログラム「親密
圏と公共圏の再編
成をめざすアジア
拠点 2008年度研
究成果報告会

発表

平田知久・
金仙花・穆
亜萍・朝田
佳尚

東アジア諸国におけ
るITメディア環境の
展開と親密圏・公共
圏の変容　――中・
韓・日における『イ
ンターネットカ
フェ』比較を事例に

共同 2009年4月6日

京都大学文学研究
科グローバルCOE
プログラム「親密
圏と公共圏の再編
成をめざすアジア
拠点 2008年度研
究成果報告会

発表 橋本みゆき

ある在日韓国・朝鮮
人女性のライフス
トーリーにおける親
密圏の条件

単独 2008年10月12日
日本オーラル・ヒ
ストリー学会 第6
回年次大会

日本語
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発表 橋本みゆき

「例外的」あるいは
「珍しいケース」と
語られた結婚──日
本人と結婚した在日
朝鮮人の事例におけ
る2つの親密圏の重な

単独 2009年3月21日

「東北アジアにお
けるコリアン･
ディアスポラの親
密圏と公共圏｣研
究会

ソウル大
学

日本語

発表 孫片田晶

「在日韓国学生同盟
京都府本部」の在日3
世たちのアイデン
ティティの運動実践

単独 2009年3月21日

「東北アジアにお
けるコリアン・
ディアスポラの親
密圏と公共圏」

ソウル大
学校

日本語

発表 金泰植
反共映画における在
日朝鮮人

単独 2009年3月22日

東北アジアにおけ
るコリアン・ディ
アスポラの親密圏
と公共圏

ソウル大
学校社会
学科・日
本研究所

日本語

発表 朴珍姫

韓国「純情漫画」の
発展史と可能性　―
純情漫画家ホァン・
ミナ（黄美那）とそ
の作品を通じて―

単独 2008年9月

日本マンガ学会
カトゥーン部会・
関西交流部会　合
同例会

日本語

発表 朴珍姫
『源氏物語』の少女
マンガ的要素

単独 2008年9月
シンポジウム「私
が読む源氏物語と
その世界」

日本語

発表 朴珍姫
Feature of Korean
Girl's Comic

単独 2008年11月

国際学生ワーク
ショップ「東アジ
ア・東南アジアに
おけるPopular
Visual Imagesと
親密圏」

日本語

発表 日下渉

マニラ首都圏におけ
る「二重公共圏」の
民主主義─「階層」
と「市民」をめぐる
集団的アイデンティ
ティの言説的構築

単独 2008年8月 社会分析学会 日本語

発表
Emiko
Ochiai

“Care Diamond and
Family Networks in
Contemporary
Asia,”

単独 2008年10月25日

Global COE for
Reconstruction
of the Intimate
and Public
Spheres in 21st
Century Asia
Kick-off
Symposium on
‘Towards
Reconstruction
of the Intimate
and Public
Spheres in 21st

Kyoto
Universit
y

英語

発表 佐々木祐

「鏡の裏側」を表象
するということ－メ
キシコ・チアパス地
域先住民の実践から

単独 2008年6月1日

第42回日本文化人
類学会　分科会
「視覚的／映像と
は何かを再考する

京都大学 日本語

発表
Akaeda
Kanako

Intimate
Relationships
between Women in
Modern Japan: The
Reception of
Western Romantic
Love and Sexology

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Piya
Pongsapita
ksanti

Gender and Working
Roles in Television
Commercials - A
Comparison between
Japanese and Thai
Television
Commercials

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語
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発表
Yamaguchi,
K. and Lee
Honjang

The Strategy of An
‘Intimate’Public
Sphere

共同
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Kimura
Shisei

The Revitalization
of Local
Communities through
Rerepresentation of
Modernity:
Industrial Heritage
in Former Coal-
Mining Areas

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Ichinomiya
Masako

An Analysis of the
Image of “Women in
Japanese Rural
Areas” in

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Kojima
Takeshi

‘Empowering the
Public through
Scientific and
Technological
Social Groups’

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Hirata
Tomohisa

Cultural
Differences in
Internet Usages in
China, Korea and
Japan and ‘the
Materiality of the
Internet’: Towards
a theoretical
reconsideration of
the intimate and
public

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表 Fukuda Jun

Have Foreign
Shareholders Helped
Japanese Firms
Change their Number
of Employees?

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Noguchi
Hiroki

The Role of an
NPO's Board of
Directors:
Exploring
Interlocking

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Shibata
Haruka

What is Occurring
in the Practice of
Solidarity?: The
Parallel
Transformation of
the Public and
Intimate Spheres

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Ishii
Kazuya

A Sociological
Investigation on
Convenience Stores
in Kyoto:
Reconsideration of
the General Concept
of “Public /
Private” in Urban
Spaces

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Honda
Yasuko

Reconstruction of
Local Communities
and Maintenance of
Regional Resources
in Suburban

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語



26

種別 著者名
著書、学術論文等の
名称

単・共
著の別

発行又は発表の
年 月 日

発行所、発表雑誌
等又は発表学会等
の名称

掲載頁 総頁数 言語

発表
Zsombor
Rajkai

Concepts,
Paradigms,
Ideologies in
Family Sociological
Textbooks
(China, Taiwan,
Japan and Hungary):
Towards the
Possibility of a
Common Academic
Language in an

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Renato
Rivera

The Integration of
Migrants into
Multicultural
Societies

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Morita
Jiro

Collaboration
between Schools and
Local Communities

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Mizokami
Hiromi

Recruitment of
Foreign Labour and
Resettlement:
British Immigration
Policy and the Role
of Women's Groups
during the Attlee
Years (1945-51)

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表 Tsuji Yuki

The Discursive
Politics of Social
Care Policy Reforms
in Japan since the
1990s

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Kusano
Chiaki

The Mechanism of
Professional Teams:
The Importance of
Task-Oriented
Interdependence

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Asada
Yoshitaka

Cultural
Distinctions of the
Intimate and Public
Spheres in China,
Korea and Japan:
Based on data from
interviews at
Internet Cafes (Net
Bars, PC Bangs, Net
Cafes)

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Kusaka
Wataru

Aporia of the
Philippine Civil
Society: Moral
Conflict between
“Citizens” and
“Masses” in the
“Dual Public
Sphere”

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Sakanashi
Kenta

Creating the
Intimacy
Relationships:
A Case Study of
Cacao Smallholders
in Southern

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語
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発表
Lee,
Jeong-eun

International Human
Rights Regime and
Domestic Politics
in South Korea:
Focusing on the
Memorial Ceremony
of the “Human
rights Day” in the
1945-1950s

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Baba
Satoko

An Analysis of
Problems of Human
Rights Education in
Thailand

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Nakanishi
Miki

‘Banpu’:
Taiwanese
Indigenous Women’s
Tactics for
Negotiating Gender
and Ethnic Norms
under Early

単独
January 11,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Yanagihara
Tsuyoshi

The Coordination
Process of Pension
Policies within the
EU and Pension
Reform in Hungary

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表 Kim Dokyun

Great Turn of
Pension System in
South Korea, 1997-
2007:
Pension Politics
and the
Introduction of
Multi-pillar

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Hirai
Meari

Facing the Crisis
of Nanamui: A Case
of Nishihara,
Miyako Island

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表
Mario
Lopez

Clandestine
Missionaries?
Evangelizing
Encounters in
International
Marriageswithin the
Intimate Sphere and
beyond

単独
January 12,
2009

The 1st Next-
Generation
Global Workshop

京都大学
稲盛財団
記念館

英語

発表 Uchida, Y.

Culture and
emotion: Happiness
and interpersonal
relationships in
the United States
and Japan

単独 2009年2月2日

Department of
Psychology,
University of
Washington

英語

発表 内田由紀子
行動科学の文化心理
学的パースペクティ
ブ

単独 2008年10月25日

京都大学大学院医
学研究科平成20
年度社会健康医学
系専攻シンポジウ
ム『公衆衛生、臨
床

日本語

発表 内田由紀子
普及は心と心をつな
ぐ

単独 2008年10月2日
近畿農政局主催
普及事業60 周年
記念シンポジウム

日本語

発表 OISHI T.

Mate preferences of
the Baka hunter-
gatherers and
sdjacent Bantu
farmers in South-
East Cameroon

単独 2008年6月

Human Behaviour
& Evolution
Society 20th
Annual
Conference
(HBES2008)

英語
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発表 大石高典

カメルーン東南部の
一村落におけるカカ
オ畑の賃貸/売買をめ
ぐるトラブルと民族
集団間関係

単独 2008年5月 日本アフリカ学会 日本語

発表

Uchida, Y.
&
Ellsworth,
P.C.

Shared and non-
shared happiness:
Experience and
expression of
positive emotion in
the United States
and Japan

共同 2009年2月6日

10th Annual
meeting of
Society for
Personality and
Social
Psychology

英語

発表
有田恵

「終末期における児
童・生徒への教育的
支援　―らしさを支
えるとは」

単独 2009年9月18日
桃陽特別支援総合
学校教員研修会

日本語

発表 佐々木祐

ピエール・クラスト
ル著『グアヤキ年代
記　遊動狩人アチェ
の世界』書評

単独 2008年5月
『インパクショ
ン』181号　イン
パクト出版

137-140 4 日本語

発表 佐々木祐

小澤卓也著『先住民
と国民国家　中央ア
メリカのグローバル
ヒストリー』書評

単独 2009年2月
『新しい歴史学の
ために』272号
京都民科歴史部会

22-27 6 日本語

調査 若林直樹 台湾クラスター調査 単独
2008年9月19日
～26日

台湾・淡江大学及
び台北市クラス
ター機構

調査 若林直樹
英国公立学校改革調
査

単独
2008年10月5日
～10日

英国ウォルゾール
市公立小学校等

調査 若林直樹

米国におけるバイオ
クラスター研究での
組織間ネットワーク
研究手法の調査研究

単独
2008年10月20日
～2009年3月20
日

米国ノースカロラ
イナ大学社会学部
等

調査 秋津元輝

岡山・瀬戸内市牛窓
有機農業農家および
神戸市＝丹波市市島
町産消提携調査

共同
2008年9月25日
～26日

調査 秋津元輝
タイ国内における有
機農産物の流通に関
する調査

共同
2008年11月16日
～12月3日

調査 秋津元輝
米国ケンタッキー州
におけるCSA調査

共同
2009年3月8日～
18日

調査 八木紀一郎
中国大都市における
地域行政サービス

単独 2009年3月28日

アンケートとイン
タビュー（10月20
日武漢市、10月24
日上海市）

調査

八木紀一
郎・久本憲
夫・田中鮎
夢

台湾青年の家族背景
と経済・社会参加

共同 2009年3月9日
国立政治大学社会
科学学院（台北）

調査 今田絵里香
女性研究者の就労形
態に関する質問紙調
査

共同
2008年11月15日
～12月20日

登谷美穂子、江南
健志とともに京都
大学に所属する女
性研究者599名を
対象にして行った
質問紙調査。有効
回答数245ケー

調査 平田知久

東アジア諸国におけ
るITメディア環境の
展開と親密圏・公共
圏の変容（京都大学
グローバルCOE次世代

共同
2008年8月7日～
2009年3月31日

日本、中国、韓国
のインターネット
カフェにおけるイ
ンタビュー調査

調査 田崎郁子 現地調査
2008年10月14日
～23日

タイ国・チェンマ
イ県

調査 田崎郁子 現地調査
2008年11月5日
～9日

タイ国・チェンマ
イ県
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調査 田崎郁子 現地調査
2008年12月24日
～2009年1月2日

タイ国・チェンマ
イ県

調査 田崎郁子 現地調査
2009年2月12日
～14日

タイ国・チェンマ
イ県

調査 田崎郁子 現地調査
2009年2月28日
～3月1日

タイ国・チェンマ
イ県

調査 田崎郁子 現地調査
2009年3月17日
～21日

タイ国・チェンマ
イ県

調査 井上烈

情報・メディア・コ
ミュニケーションの
社会的役割と機能に
関する実証的研究

共同 2008年3月

京都大学グローバ
ルCOEプログラム
「心が活きる教育
のための国際的拠
点」研究開発コロ
キアム研究成果報
告書

調査 岡田丈祐 JGSSライフコース調

調査 石井素子 調査
2008年8月15日
～9月4日

フランス・パリ
高等師範学校、フ
ランス外務省史料
館

調査 石井素子 調査 2008年7月
外務省史料館（東
京）

調査 野口剛
「京都大学生におけ
る留学志向の三層構
造とその規定要因」

単著 2009年3月

『京都大学におけ
る国際交流の現状
と発展に向けての
問題提起：第3回
アンケート・イン
タビュー調査報告
書』

91-104 14

調査 野口剛
「陸上部競技部イン
タビューから」

単著 2009年3月
『「京都大学らし
さの根源を探る」
調査研究報告書』

4-19 6

調査
椙山泰生・
中本龍市

創造性を促進する組
織のコミュニケー
ションプロセスの研

共同
2008年10月より
継続中

日本電気(株)C&C
イノベーション研
究所と共同研究

調査 中川千草
祭祀や地域行事の参
与観察

2008年11月・12
月・2009年1月

三重県度会郡南伊
勢町相賀浦

調査 石井和也
コンビニオーナーへ
のインタビュー調査

共同
2009年3月3日～
5日

東京都福生市、東
京都多摩市のコン
ビニを訪れ、イン
タビュー調査を実
施した。

調査 石井和也
コンビニオーナーへ
のインタビュー調査

共同
2009年3月10日
～12日

千葉県松戸市のコ
ンビニを訪れ、イ
ンタビュー調査を
実施した。

調査 増田和也 現地調査
2009年1月26日
～2月13日

インドネシア国・
中スラウェシ州

調査

秋津元輝・
網中奈美
江・今泉
晶・村城徹

「食の共同圏を支え
る倫理は何か　―産
消間の信頼をめぐる
親密性と公共性―」
に関する調査

共同
2008年9月25日
～26日

岡山市

調査
秋津元輝・
網中奈美
江・今泉晶

「食の共同圏を支え
る倫理は何か　―産
消間の信頼をめぐる
親密性と公共性―」
に関する調査

共同
2008年11月16日
～12月2日

タイ・バンコク市
他

調査
秋津元輝・
網中奈美
江・今泉晶

「食の共同圏を支え
る倫理は何か　―産
消間の信頼をめぐる
親密性と公共性―」
に関する調査

共同
2009年2月7日～
9日

韓国・ソウル市
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調査

秋津元輝・
網中奈美
江・今泉
晶・村城徹

「食の共同圏を支え
る倫理は何か　―産
消間の信頼をめぐる
親密性と公共性―」
に関する調査

共同
2009年3月8日～
18日

アメリカ合衆国・
ケンタッキー州

調査 越智正樹

入植60周年記念祭の
記録、および親族関
係などに関する聞き
取り調査。

単独
2008年10月8日
～13日

沖縄県竹富町西表
島

調査 越智正樹
他出2世への聞き取り
調査、および沖縄県
公文書館にて資料調

単独
2008年12月15～
19日

沖縄県那覇市

調査 越智正樹

親族間交流等に関す
るアンケート調査
（西表島住吉）、竹
富町役場等での資料
調査、および西表島
住吉現住者や石垣島
現住元琉球政府職
員、在宮古島親族へ

単独
2009年2月13日
～3月5日

沖縄県竹富町西表
島、石垣市、宮古
島市

調査 芦田裕介 文献資料収集 単独
2008年9月10～
12日

岡山県津山市の図
書館、歴史資料館

調査 芦田裕介 農家聞き取り調査 単独
2008年12月24～
28日

岡山県津山市

調査 芦田裕介 追加調査 単独
2009年2月19～
28日

岡山県津山市

調査 大原桃 集落聞き取り調査 単独
2008年8月21～
24日

京都府綾部市

調査 大原桃 二回目の集落調査 単独
2008年10月27～
30日

京都府綾部市

調査 大原桃 追加調査 単独
2009年2月13～
16日

京都府綾部市

調査 大石和男 資料収集 単独
2009年2月27日
～3月1日

東京

調査 本田恭子
兵庫県福崎町26集落
代表者への聞き取り

単独
2008年11月～
2009年3月

調査 本田恭子
兵庫県福崎町26集落
代表者へのアンケー
ト調査

単独 2009年2月

調査

Renato
Rivera, 安
井大輔,
Ernani
Shoiti
Oda, Milos
Debnar, 松
谷実のり

異文化間の親密の関
係性の構築をめぐる
研究

共同
2009年2月2日～
11日

調査 濱西栄司 団体調査 単独
2008年6月～
2009年3月

釜ヶ埼、大阪市
内、名古屋大曾根

調査 濱西栄司 サミット調査 共同 7月1日～10日 札幌、洞爺湖

調査 濱西栄司
事業団体（関西）聞
き取り調査

共同

2008年10月18
日・28日・11月
11日・25日・12
月9日・16日

各団体事務所
（フォーラムAの
理事Aさんとの共
同調査）

調査 濱西栄司
事業団体（東京・神
奈川）聞き取り調査

共同 12月20日～21日

各団体事務所
（フォーラムAの
理事Aさんとの共
同調査）

調査 濱西栄司

市民シンクタンク・
中間支援組織（東
京・神奈川）聞き取
り調査

共同 1月29日～30日

各団体事務所
（フォーラムAの
理事Aさんとの共
同調査）

調査
李洪章・橋
本みゆき

在日朝鮮人の国際結
婚に関するインタ

共同
2008年12月22日
～23日

調査
李洪章・橋
本みゆき

在日朝鮮人の国際結
婚に関するインタ

共同 2009年2月23日



2008年度業績リスト

31

種別 著者名
著書、学術論文等の
名称

単・共
著の別

発行又は発表の
年 月 日

発行所、発表雑誌
等又は発表学会等
の名称

掲載頁 総頁数 言語

調査
山口健一・
李洪章

朴実氏へのインタ
ビュー

共同 2008年12月3日

調査 戸梶民夫
大阪性的少数者コ
ミュニティにおける
参与観察

調査 高嶋慈

親密圏を描いたアジ
アの近・現代美術作
品の実見および資料
収集

共同
2008年10月18日
～24日

釜山ビエンナーレ
(韓国・釜山)、光
州ビエンナーレ
(韓国・光州)、ソ
ウルメディアアー
トビエンナーレ
(韓国・ソウル)

調査 高嶋慈
親密圏を描いた近・
現代美術作品の実見
および資料収集

単独
2008年11月20日
～24日

横浜トリエンナー
レ(神奈川県横浜
市)、東京国立近
代美術館(東京都
千代田区)、東京
都現代美術館(東
京都江東区)、東
京都写真美術館
(東京都目黒区)、
目黒区美術館(東
京都目黒区)、森
美術館(東京都港
区)、原美術館(東
京都品川区)、目
黒区美術館 森美

調査 田中健一 頂妙寺宝物調査 共同 2008年03月05日

京都国立博物館特
別展「日蓮」に係
る事前調査を行っ
た。

調査 田中健一 法華寺宝物調査 共同 2008年06月19日

京都国立博物館特
別展「日蓮」に係
る事前調査を行っ
た。

調査 田中健一 妙泉寺宝物調査 共同 2008年06月20日

京都国立博物館特
別展「日蓮」に係
る事前調査を行っ
た。

調査 田中健一
泉屋博古館　毘沙門
天像・南無太子像調
査

共同 2008年09月03日

泉屋博古館特別展
「泉屋博古館の仏
像」に係る作品調
査を行った。

調査 田中健一 本能寺宝物調査 共同 2008年10月31日

京都国立博物館特
別展「日蓮」に係
る事前調査を行っ
た。

調査 田中健一
鶴林寺本堂　日光・
月光菩薩像・十二神
将像

共同 2008年11月22日

鶴林寺本堂日光・
月光菩薩像・十二
神将像の調査及び
写真撮影を行っ
た。

調査 田中健一 廣誠院彫刻調査 共同 2008年12月16日
京都市中京区廣誠
院所蔵の彫刻作品
の調査を行った。

調査 田中健一
岩倉・妙満寺宝物調
査

共同 2009年01月13日

京都国立博物館特
別展「日蓮」に係
る事前調査を行っ
た。

調査 田中健一 妙蓮寺宝物調査 共同 2009年02月27日

京都国立博物館特
別展「日蓮」に係
る事前調査を行っ
た。
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調査 矢頭英理子

親密圏を描いたアジ
アの近・現代美術作
品の実見および資料
収集

共同
2008年10月18日
～10月24日

釜山ビエンナーレ
(韓国・釜山)、光
州ビエンナーレ
(韓国・光州)、ソ
ウルメディアアー
トビエンナーレ
(韓国・ソウル)

　

調査 矢頭英理子

大正・昭和期の日本
美術における親密圏
に関わる資料および
画像収集

単独
2009年2月19日
～2月22日

国立国会図書館、
東京国立近代美術
館、大倉集古館、
泉屋博古館分館
（以上、東京都23
区）

調査 鄭賢娥

親密圏を描いたアジ
アの近・現代美術作
品の実見および資料
収集

共同
2008年10月18日
～10月24日

釜山ビエンナーレ
(韓国・釜山)、光
州ビエンナーレ
(韓国・光州)、ソ
ウルメディアアー
トビエンナーレ
(韓国・ソウル)

調査 鄭賢娥
親密圏と公共圏に関
わる美術作品に関す
る資料収集

単独
2008年10月25日
～11月1日

朴寿根美術館（原
道ヤング市）

調査 鄭賢娥

「九州派展覧会」
（1988年開催）に関
する資料調査（福岡
市立美術館、福岡市
立図書館）および近
現代アジア美術にお
ける親密圏の表象に
関する画像収集（福
岡アジア美術館）

単独
2009年1月27日
～30日

福岡市立美術館、
福岡市立図書館、
福岡アジア美術館
（以上、福岡市）

調査
リベラ、松
谷

ロンドン調査 共同
2008年11月30日
～12月13日

ロンドン：
Richmond,
Twickenham,
Teddington
10人にインタ
ビュー、撮影。

調査
メンバー全
員

東京調査 共同
2009年2月3日～
11日

東京：武蔵境、新
宿、鶴見
12人にインタ
ビュー、撮影（一
人は音声のみ）。

調査 江南健志
スポーツイベントに
関する参与観察

2008年12月～
2009年1月

三重県熊野市山崎
運動公園

調査 大野哲也
漁風景の参与観察と
漁師の方へのインタ
ビュー

2008年9月～
2009年2月

三重県熊野市甫母
地区、三重県尾鷲
市

調査 朝田佳尚

農産物直売所の管理
者から、直売所に監
視カメラが設置され
た経緯の聞き取り調

2008年12月～
2009年2月

三重県南牟婁御浜
町神木

調査 森田次朗
地域住民参加型の学
校運営についての参
与観察

2008年10月～
2009年2月

御浜町尾呂志町立
尾志呂志学園（上
野区）

調査 溝上宏美

アトリー政権期にお
けるWVSの外国人労働
者支援活動に関する
史料収集

単独
2008年9月28日
～10月6日

イギリス

調査 辻由希

カナダのケア政策に
ついて現地調査（京
都大学グローバルCOE
次世代ユニット「比
較社会政策」）

2009年2月14日
～2009年2月28
日

ヨーク大学（トロ
ント）にて、資料
収集および研究者
との意見交換。
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調査 城戸英樹 カナダ資料収集
2008年11月20～
11月29日

トロントにて、カ
ナダの財政データ
などの資料収集を
行った他、カナダ
の研究者と面談を
行った。

調査 城戸英樹 京都意見交換 2008年10月27日

トロント大学Ito
Peng教授と研究内
容について意見交
換を行った。

調査 城戸英樹 トロント意見交換
2008年11月21
日・2008年11月
25日

トロント大学Ito
Peng教授と研究内
容について意見交
換を行った。

調査 城戸英樹 トロント意見交換 2008年11月24日

トロント大学
Rodney Haddow准
教授と研究につい
て意見交換を行っ
た。

調査 城戸英樹
バンクーバー意見交
換

2008年11月27日

ブリティッシュコ
ロンビア大学
Yves Tibergihen
准教授と意見交換
を行った。

調査 高村竜平
韓国・済州島におけ
る家族墓地について
の調査

単独
2009年2月26日
～3月6日

調査 西牟田真希

「炭都の風景を切り
撮る　―ヒストリカ
ルランドアート写真
撮影会―」ワーク
ショップ形式写真撮
影会への参与観察調
査

単独
2008年8月26～
29日

三池炭鉱跡（福岡
県大牟田市、熊本
県荒尾市）

調査 西牟田真希

「公共圏」における
鉱山遺跡の保存に関
する現地調査・資料
収集

単独
2008年10月23～
27日

松尾歴史民俗資料
館（岩手県八幡平
市）、史跡 尾去
沢鉱山（秋田県鹿
角市）、小坂鉱山
事務所、康楽館、
小坂町総合博物館
郷土館（秋田県鹿
角郡小坂町）

調査 西牟田真希

炭鉱社会における
「親密圏」に関する
聞きとり調査

共同
2008年11月2～9
日

福岡県大牟田市、
熊本県荒尾市な
ど。

調査 井上博登

軍艦島写真展におけ
る参与観察及び聞取
り調査

単独
2008年5月21日
～23日

東京ビックサイト
で行われた軍艦島
の写真展

調査 井上博登 高浜調査 単独
2008年8月28日
～9月5日

調査 井上博登
夕張・空知炭田
フィールド・トリッ
プ

共同
2008年9月27日
～29日

夕張及び空知炭田
の旧産炭地、炭鉱
資料館・博物館・
炭鉱関連施設

調査 井上博登
軍艦島映像制作現場
における参与観察及
び聞取り調査

単独
2008年10月11日
～12日

元住民が参加する
軍艦島の映像作品
の制作現場（於：
早稲田）

調査 井上博登 大牟田調査 共同
2008年11月2日
～8日

調査 井上博登
軍艦島写真展におけ
る参与観察及び聞取
り調査

単独 2008年11月24日
軍艦島写真展
（於：赤坂）
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調査 井上博登 高浜調査 単独
2008年12月8日
～13日

調査 井上博登
軍艦島イベントにお
ける参与観察

共同 2008年12月14日
軍艦島イベント
（於：お台場）

調査 井上博登 長崎調査 共同
2009年1月21日
～26日

調査 井上博登 京都調査 共同
2009年2月19日
～20日

調査 井上博登
常磐炭田フィール
ド・トリップ

共同
2009年3月1日～
3日

常磐炭田の旧産炭
地、各地の炭鉱資
料館・博物館・炭
鉱関連施設

調査 井上博登

軍艦島上陸ツアーに
関するイベントにお
ける参与観察及び聞
取り調査

単独
2009年3月27-日
～28日

調査 井上博登
軍艦島世界遺産暫定
リスト入り報告会へ

共同 2008年11月4日

調査

永吉 守・
木村 至
聖・井上
博登・西牟
田 真希・
中島 満

「移動する家族の生
活史　―旧産炭地を
事例として」

共同
2008年10月下旬
～11月初旬

大牟田市、荒尾市
ほか

調査 樋口拓朗
東アジア社会セン
ター調査

単独 1月2日～6日 台湾

調査 樋口拓朗
東アジア社会セン
ター調査

単独 1月17-日～27日 ソウル、香港

調査 樋口拓朗
東アジア社会セン
ター調査

単独
1月30日～2月14
日

クアラルンプー
ル、北京、武漢

調査 柏尾珠紀 集落聞き取り調査 単独
2008年8月22～
24日

京都府京丹後市

調査 柏尾珠紀
二回目の集落聞き取
り調査

単独
2008年12月21～
22日

京都府京丹後市

調査 柏尾珠紀 住民聞き取り調査 単独 2009年2月12
滋賀県守山市梅田
町

調査 柏尾珠紀 追加調査 単独
2009年2月15～
17日

京都府京丹後市

調査

Yukiko
Kaname &
Kaoru
Aoyama

‘Using Gender-
Sensitive
Approaches to
Address HIV
Vulnerability of
Human Trafficking

共同 2008年12月まで

Funded by UN
Office of Drug
and Crime and
the Joint United
Nations
Programme on

調査
如田真理・
青山薫

タイ王国チェンライ
県７郡における帰国
女性一次調査

共同 進行中

国立女性教育会館
「アジア太平洋地
域の人身取引問題
と日本の国際貢
献」

調査 一條洋子
労働交換に関する文
献・資料収集

単独
2008年8月21・
22日

国立国会図書館、
アジア経済研究所
図書館

調査 一條洋子
カンボジアにおける
労働交換に関する実
態調査

単独
2008年12月16日
～31日

調査 一條洋子
カンボジア、および
労働交換に関する文
献・資料収集

単独
2009年1月30日
～2月2日

国立国会図書館、
アジア経済研究所
図書館、東京外国
語大学付属図書館

調査 高橋顕也
韓国ソウル市での調
査

共同
平成21年2月20
日～2月26日

資料収集および現
地の社会運動調査

調査 車愛順
韓国ソウル市での調
査

共同
平成21年2月20
日～2月26日

資料収集および現
地の社会運動調査
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調査 加藤眞理子

タイにおいて高齢女
性と仏教実践につい
ての文献資料の収集
と東北地方農村にお
ける悉皆調査および
インタビュー

2008年11月19日
～2009年1月18
日

調査 佐々木祐
マヤ系先住民自治区
における共同性に関
する調査

2008年12月26日
～2009年1月7日

メキシコ合衆国・
チアパス州

F

調査 佐々木祐
先住民共同体の土地
利用に関する資料収

2009年1月8日～
1月18日

ニカラグア共和
国・マナグア

調査 坂梨健太
南部地域における農
村出身者の都市生活
に関する調査

2009年2月1日～
3月4日

カメルーン共和国

調査 村川淳
ティティカカ湖（ア
ンデス高地）先住民
共同体における調査

2009年2月12日
～18日

ペルー・プーノ県

調査 村川淳
「マタラニ」（海岸
地域）村落における

2009年2月19日
～28日

ペルー・アレキパ
県

調査 岡真理
パレスチナ難民キャ
ンプにおける聞き取
り調査

2009年2月15日
～28日

レバノン

調査 崔博憲
タイ山岳民族の移住
労働に関する調査

2009年3月7日～
15日

タイ・チェンライ
県

調査 崔博憲
日本におけるタイ人
農業労働者への聞き
取り調査

2009年3月22日
～25日

香川県

調査
有田恵　武
田鉄郎

院内学級における
ターミナル期のこど
もの教育について

週一回の院内学
級調査（継続
中）

調査 大石高典 フィールドワーク 2009年2月～3月 カルメーン

調査 山本理子 インタビュー調査
2008年11月～2
月

フィリピン国マカ
ティ市在住の日本
人主婦，28人にメ
イド雇用について
インタビュー調査
を実施。

調査 大越香江
京大病院における女
性医師の実態把握

2009年2月

京大病院に勤務す
る女性医師数、所
属科、身分などの
分布について人事
掛の協力により
データを収集。

調査 大越香江 岡山大学病院見学 2008年11月27日
調査 大越香江 大阪厚生年金病院見 2008年12月11日

調査 大越香江
女性医師に対するア
ンケート調査

2009年3月6日～
19日

京都大学医学部附
属病院

調査 赤枝香奈子 文献資料収集
2008年12月22日
～30日

タイ・バンコク

調査 赤枝香奈子 インタビュー調査 単独
2009年2月27日
～3月1日

大阪

調査 赤枝香奈子
文献資料収集および
インタビュー調査

2009年3月3日～
15日

タイ・バンコク

調査
長谷川 悟
郎

マレーシア･サラワク
州カピット県区バ
レー流域イバン人村
落にて滞在調査

2008年7月～09
年6月

受入機関: マレー
シア大学サラワク
校 東アジア研究
所

調査
李洪章・橋
本みゆき

日本人と在日朝鮮人
の国際結婚夫婦に対
するインタビュー

共同
2008年12月20
日･22日・20009
年2月23日

調査 八木堅二 中国方言調査 単独
2008年7月25日
～2008年10月1

調査 谷紀子
諸外国における政
策・方針決定過程へ
の女性の参画に関す

共同 2009年3月
内閣府男女共同参
画局

42-55 日本語

その他 松田素二 『文化人類学事典』 共編 2009年1月 丸善出版 864 日本語
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その他

Wakabayash
i, N.,
Nishioka,
Y. and
Matsuyama,
K.

“Career
Competencies and
the Dual Ladder
System for
Corporate
Researchers: The
Case Studies of
Nine Pharmaceutical

共著 2008年7月

Kyoto University
Graduate School
of Economics
Working Paper
No.95

1-27 27 英語

その他

山田仁一
郎・山下
勝・若林直
樹・中里裕
美・中本龍
市

「現代日本映画産業
における共同製作提
携ネットワークの構
造と業績：2000年代
の製作委員会のネッ
トワーク分析」

共同 2008年7月1日
『香川大学経済研
究所ワーキング
ペーパー』NO.135

30 日本語

その他 若林直樹
「間々田孝夫著『第
三の消費文化論』」

単著 2008年9日
『経済社会学会年
報』29号

189-191 日本語

その他
戦友会研究
会（代表
高橋由典）

戦友会に関する統計
調査資料

共著 2008年9月20日 戦友会研究会 63 日本語

その他 小山静子
菅原亮芳編　『受
験・進学・学校』

単著 2009年3月31日
『教育学研究』第
76巻第1号　日本
教育学会

131-132
(2)

170 日本語

その他 竹沢泰子

平成20年度京都大学
女性研者支援セン
ター報告書　文部科
学省科学技術振興調
整費「助成研究支援
モデル育成」事業
「女性研究者の包括
的支援『京都大学モ

単著 2009年3月
京都大学女性研究
者支援センター

59-68
(10)

116 日本語

その他 竹沢泰子

「現代人の起源」
「人種とエスニシ
ティ」「移民国家ア
メリカ」

単著 2009年1月
 文化人類学会編
『文化人類学事
典』　丸善

98-99
(2), 132-
135 (4),
312-313
(2)

848 日本語

その他 竹沢泰子

「『変化する人種イ
メージ―表象から考
える』趣旨解説　第
12回京都大学国際シ
ンポジウム」

単著 2008年11月
『Human Rights』
11月号 No.248

日本語

その他 竹沢泰子
「移民の文化的適
応」

単著 2008年
日本生理人類学会
誌

30-31 (2) 日本語

その他 竹沢泰子
「オバマ次期大統領
人種の分断から「一
つのアメリカ」へ」

単著 12月18日 『朝日新聞』 日本語

その他 竹沢泰子
「変革のうねり　米
大統領選を聞く」

単著 11月13日 『京都新聞』 日本語

その他 竹沢泰子
“Can Obama unite
racially divided
America?”

単著
December 31,
2008

Asahi Shimbun 英語

その他 秋津元輝
総括コメント　企画
担当として

単著 2009年3月
農林業問題研究
第173号

41 (1) 日本語

その他 伊藤公雄
「男ってやつは」第1
回～第10回

単著
2008年7月～
2009年3月

『朝日ファミ
リー』　アサヒ・
ファミリー・
ニュース社

日本語

その他 松田素二

吉國恒雄著 『燃える
ジンバブウェー南部
アフリカにおける
「コローニアル」・
「ポストコローニア
ル」経験』 晃洋書房

単著 2009年2月
『図書新聞』2009
年2月21日号
2906号

3 日本語

その他 松田素二
「アフリカ・スキー
マを超えて」

単著 2009年3月
『本』2009年4月
号 講談社

21-23 (3) 日本語
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その他 松田素二
『互助社会論―ユ
イ、モヤイ、テツダ
イの民俗社会学』世

単著 2009年3月
『社会学評論』59
巻-4号

821-822
(2)

日本語

その他

落合雄彦・
島田周平・
高橋基樹・
松田素二・
遠藤貢

座談会 「希望の大
陸」のゆくえ

共著 2009年3月
『地域研究』
vol.9-1

22-45
(24)

日本語

その他 八木紀一郎
「上海交通大学での
政治・行政改革シン
ポジウム」

単著 2008年11月24日
京大上海センター
ニュースレター
第241号

5-6 (2) 日本語

その他 中村俊春
シンポジウム「アジ
アの近代美術に見る
親密圏の表象」

2008年12月13日
日本語
および
韓国語

その他 杉本淑彦
ジェフリー・エリス
『ナポレオン帝国』

共訳 2008年12月18日 岩波書店 268 日本語

その他 森本一彦 福堂の社会生活 単著 2009年3月

東近江市教育委員
会編『能登川地区
民俗調査報告書』
Ⅳ

日本語

その他 森本一彦 長勝寺の社会生活 単著 2009年3月

東近江市教育委員
会編『能登川地区
民俗調査報告書』
Ⅳ

日本語

その他 田崎郁子
共同研究会（今年度
の総括）

2009年3月31日

その他 徳丸夏歌

“Aranzadi, Javier:
Liberalism against
Liberalism:
Theoretical
analysis of the
Works of Ludwig von
Mises and Garry

単著 2008年7月
『経済学史研究』
第50巻第1号

2 英語

その他

山田仁一
郎・山下
勝・若林直
樹・中里裕
美・中本龍
市

現代日本映画産業に
おける共同製作提携
ネットワークの構造
と業績：2000年代の
製作委員会のネット
ワーク分析

共同 2008年7月1日
香川大学経済研究
所ワーキングペー
パー NO.135

30 日本語

その他
五十嵐太
郎・西川純
司

「窓から建築を考え
る⑥――社会のなか
の窓ガラス」

共著 2008年9月25日 『建設通信新聞』 7面 日本語

その他
西川純司・
五十嵐太郎
研究室

「窓から建築を考え
る⑮――ガラスに記
録する」

共著 2009年3月12日 『建設通信新聞』 2面 日本語

その他 増田和也
共同研究会（サブシ
ステンスについての
文献発表）

2008年10月31日 日本語

その他 増田和也
共同研究会（サブシ
ステンスについての
文献発表）

2008年12月19日 日本語

その他 増田和也
共同研究会（今年度
の総括）

2009年3月31日 日本語

その他 芦田裕介
研究動向「農村問題
―農村社会再編のた
めの現状把握と課

単著 2009年3月 『農業と経済』
114-
117,120
(5)

日本語

その他 蟹江恵
「サステナブル・
コーヒーの流行」
（第6章）翻訳

単独 2008年8月10日

ニーナ・ラティン
ジャー 著／グレ
ゴリー・ディカム
著／辻村　英之
監訳『コーヒー学
のすすめ　―豆の
栽培からカップ一
杯まで―』　世界
思想社

249-298
（第6章）

336 日本語
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その他 濱西栄司

New Cultural
Frontiers （国際社
会学会・RC47主催の
新ジャーナル）

共同 2008年11月～
東アジア
担当

その他
ライカイ・
ジョンボル

熊谷文枝著 Families
in Japan: Changes,
Continuities, and
Regional Variations

単著 2008年10月
家族社会学研究
20-2

110 (1) 日本語

その他

Tsuzsanna
GULACSI
著、田中健
一・柳承珍

大和文化館蔵マニ教
絵画にみられる中央
アジア来源の要素に
ついて

共訳 2009年3月
『大和文華』119
号　大和文華館所
蔵六道絵特輯

56
英語及
び日本
語

その他 太田純貴
文学・芸術は何のた
めにあるのか。

共同 2009年3月10日 東信堂 203-232 240 日本語

その他
ヴォルフガ
ング・ヴェ
ルシュ

ピュシス建築　―建
築と自然の関係につ
いての考察―

単独 2008年12月12日
『点から線へ』第
53号

2-19 122 日本語

その他 杉山卓史
形を味わう、色を聴
く　―美学の新たな
研究課題としての共

単著 2009年1月1日
『創文』2009年
1・2月（通巻第
516）号

19-22 62 日本語

その他 鄭賢娥

金伊順、1950年代韓
国におけるイメー
ジー「安息」のメタ
ファーとしての家族

2008年12月13日

シンポジウム「ア
ジアの近代美術に
見る親密圏の表
象」

日本語
および
韓国語

その他 藤永壮ほか
解放直後・在日済州
島出身者の生活史調
査（5－下）

共著 2008年2月・6月
大阪産業大学論集
人文・社会科学編
2・3号

日本語

その他 藤永壮ほか
解放直後・在日済州
島出身者の生活史調
査（6－上・下）

共著
2008年10月・
2009年2月

大阪産業大学論集
人文・社会科学編
4・5号

131-155・
115-138

日本語

その他 井上博登

宮原坑跡・万田坑跡
ユネスコ世界文化遺
産暫定リスト掲載＆
三池港開港100周年記
念シンポジウム「炭
都の風景を市民の手
で伝えよう―いま・
ここからつむぐ港・
鉄道敷のまちづくり

共同 2008年11月2日 日本語

その他
下地理則・
林由華

宮古語（みゃーくふ
つ）

共著 2009年4月
梶茂樹・中島由
美・林徹編『事典
世界のことば

60-63 日本語

その他 柏尾珠紀 山に暮らす百姓生活 単著 2008年10月
『農業と経済』11
月号

74-79 6 日本語

その他 草野千秋

多様性に基づく人材
マネジメント　―競
争優位を形成するた
めに―

単著 2008年10月

『イントレコウ
ク』「視点」国際
経済労働研究所

18-21 31 日本語

その他

居神浩・長
尾博暢・林
祐司・草野
千秋

『「中小企業（もの
づくり）の人材確
保・育成」につい
て』

共著 2008年7月
大阪府産業労働政
策推進会（2008）

139 日本語

その他 安里和晃
「世界人権紀行・タ
イ」

単著 2009年4月 『グローブ』 28-29 2 日本語

その他 安里和晃
「外国人看護師・介
護士の受け入れを成
功させるために」

単著 2009年4月 『JICE』 1 1 日本語

その他 安里和晃

「インドネシア人介
護士研修　全国各地
で現場研修がスター
ト　教育は現場に
“丸投げ”」

単著 『エコノミスト』 1 日本語

その他 安里和晃

「提言直言　インド
ネシア人看護師・介
護士候補に「平等」
の視点を」

単著 2009年3月 信濃毎日新聞 日本語
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その他 安里和晃
「記者の目：超高齢
化進む日本での外国
人介護労働者」

単著 2009年2月 毎日新聞 日本語

その他 安里和晃

「インドネシア人介
護福祉士・看護師：
介護現場に　ケア開
国、手探り」

単著 2009年2月 毎日新聞関西版 日本語

その他 安里和晃
「外国人介護士の動
向」

単著 2009年1月 めざましどようび 日本語

その他 安里和晃
「人権紀行・シンガ
ポール」

単著 2009年1月 『グローブ』 28-29 1 日本語

その他 安里和晃

「インドネシア人介
護士候補生研修開始
言葉、習慣…教育体
制など問題山積」

単著 2009年1月 産経新聞 日本語

その他 安里和晃
「国際化が変える北
海道」

単著 2009年1月 北海道新聞 日本語

その他 安里和晃
「ケア開国最前線・
台湾から／上　言葉
の壁、乗り越え」

単著 2008年12月 毎日新聞 日本語

その他 安里和晃
「介護「開国元年」
――導入の背景と課

単著 2008年11月 『オルタ』 20-23 (4) 日本語

その他 安里和晃
「ケア開国：インド
ネシア介護士　心配
は研修後の生活」

単著 2008年11月 毎日新聞 日本語

その他 Asato Wako
“Japan's Burdened
Care Sector Looks
Outwards for Help”

単著 2008年11月 『Times』 日本語

その他 安里和晃

「インドネシア側の
認識――現地での聞
き取り調査でわかっ
たこと」

単著 2008年10月 『月刊福祉』 42-45 日本語

その他 安里和晃

「インドネシアから
看護師・介護士候補
生来日１カ月期待背
負い資格に挑む」

単著 2008年9月 産経新聞 日本語

その他 安里和晃 「人権紀行　台湾」 単著 2008年7月 『グローブ』 28-29 日本語

その他
蔡瑜（成田
健太郎訳）

人境の自然　―陶淵
明における自然の新
意―

単独 2008年10月
中国文学報第76冊
京都大学中国文学
会発行

62-105
(44)

日本語

その他 木津祐子
唐通事の「官話」受
容―「教訓」と「話
本」―

2008年12月13日

国際シンポジウム
「儒学テキストを
通しての近世的思
考様式の形成—日
中における対照的
研究—」

日本語

その他 森雅子
周作人伝　第五章
（銭理群著）

単著 2008年12月 飆風　第四十五号 73-94 22 日本語

その他 青山薫

グローバル化した
「性取引」にまつわ
る「倫理」と実証研
究：誰がなぜ「そ
れ」を「悪い」と言

単著 2008年8月
Web評論誌「コー
ラ」05号

日本語

その他
青山薫・石
原みき子・
松本真紀子

もうひとつのノーベ
ル平和賞――平和を
つむぐ1000人の女性

翻訳共
同編集

2008年12月12日 ㈱金曜日 1980

その他
Wako Asato
& Kaoru
Aoyama

Proceedings of the
1st Next-Generation
Global Workshop

共編 2009年3月23日

Kyoto University
Global COE
Program,
"Reconstruction
of the Intimate
and Public
Spheres in 21st
Century Asia"

786 英語



40

種別 著者名
著書、学術論文等の
名称

単・共
著の別

発行又は発表の
年 月 日

発行所、発表雑誌
等又は発表学会等
の名称

掲載頁 総頁数 言語

その他 久本憲夫

「雇用形態の多様化
と処遇格差をどう捉
えるか　正社員の画
一化から正社員の多
様化へ」

単著 2008年9月

京都大学女性研究
者支援センター編
『京都大学男女共
同参画への挑戦』
明石書店

289-302 14 日本語

その他 久本憲夫

久本憲夫/川島広明
「番組制作における
多様な雇用形態-中堅
ラジオ局の事例を中
心に-」

単著 2008年5月

京都大学大学院経
済学研究科
working paper J-
68

14 日本語

その他 久本憲夫

「石塚史樹『現代ド
イツ企業の管理層職
員の形成と変容』明
石書店」

単著
2008年10・11月
号

『大原社会問題研
究所雑誌』
No.599/600

55-58 4 日本語

その他 佐々木祐 「文化の窮状」 単著 2009年7月
『社会学ベーシッ
クス3　文化の社
会学』

26-35 10 日本語

その他 坂梨健太

「講座　世界の先住
民　ファースト・
ピープルズの現在05
サハラ以南アフリ

単著 2008年12月
アフリカ研究　73
号

81-83 3 日本語

その他
有田恵

「訪問教育　―訪問
教育の今後のあり方
―」

単独 2008年10月30日
『全日本特別支援
教育研究連盟全国
大会第47回大会』

日本語

その他 内田由紀子
文化心理学と行動遺
伝学

単独 2008年11月3日
日本社会心理学会
第49 会大会

日本語

その他 内田由紀子
日本文化における
「思いやり」の他者
理解から

単独 2008年10月13日
日本教育心理学会
第50 回総会

日本語

その他 内田由紀子
文化心理学実験の基
礎：「比較」を考え
る

単独 2008年9月
実験社会科学サ
マースクール　早
稲田大学

日本語

その他 大石高典
「マツタケがつなぐ
世界」

単独 2008年8月30日
京都大学こころの
未来研究センター
連携シンポジウム

日本語

その他 OISHI T.

“Bisso na Bisso
(Among us)”:
Gathering,
Catching, Hunting,
Filming and Beyond
in Ndongo village

単独 2009年2月24日

 "Documentary
Film Festival on
Japanese
Society, and
Visual
Anthropology",Th
eatre Monnot,
Universite St.
Joseph,
Beyrouth,

英語

その他 平石界 進化心理学の視点 単著 2009年2月
日経サイエンス,
39(4), 80.

80 1 日本語

その他 大越香江

Kyoto University
Medical Women's
Association (KUMWA)
京都大学女性医師の
会（仮称）のメーリ
ングリスト立ち上げ

2008年12月17日

その他
HASEGAWA,
Goro

Ethnography on
local cultural act:
interpreting of
ethnic textiles

単著 2008年

Association of
the Pacific Rim
Universities
Doctoral
Students

英語

その他
Hasegawa,
Goro

Interpreting of
Ethnic Textiles:
Ethnography on the
Iban Pua Kumbu
Textile

単著 2008年

Borneo Research
Council 9th
Biennial
International
Conference

英語

その他 金泰植
映画『青chong』と在
日朝鮮人の民族教育
について

2008年9月24日
在外同胞映画祭定
期上映会

在外同胞
映画祭実
行委員会

朝鮮語
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その他 金泰植
映画の中の在日朝鮮
人『GO』『パッチ
ギ！』『ウリハッ

単独 2008年11月12日
ハンシン大学校
ゲスト講義

ハンシン
大学校

朝鮮語

その他 大澤真幸
神はインターネット
の闇に棲まう

単著 2008年6月28日
『週刊東洋経済』
6150号　東洋経済
新報社

170-171 日本語

その他 大澤真幸
若者に広がる二つの
「疎外」とは

単著 2008年8月9日
『週刊東洋経済』
6158号　東洋経済
新報社

132-133 日本語

その他 大澤真幸
価値のないものを信
じた金融資本主義

単著 2008年9月27日
『週刊東洋経済』
6164号　東洋経済
新報社

152-153 日本語

その他 大澤真幸
信じたくなかったバ
ブルの崩壊

単著 2008年11月8日
『週刊東洋経済』
6172号　東洋経済
新報社

150-151 日本語

その他 大澤真幸
「Living Library」
の可能性と限界

単著 2008年12月20日
『週刊東洋経済』
6179号　東洋経済
新報社

134-135 日本語

その他 大澤真幸
人を殺すことの意味
を突き詰める

単著 2009年3月21日
『週刊東洋経済』
6193号　東洋経済
新報社

144-145 日本語

その他 日下渉

Eva-Lotta E.
Hedman, In the Name
of Civil Society:
From Free Election
Movements to People
Power in the
Philippines .
Honolulu:

単著 2008年10月
『アジア経済』第
49巻第10号

70-75 日本語

その他 日下渉

ラワッグ市近郊の
「地方的世界」にお
ける野菜産業の変容
──転作と肥料に着
目して

単著 2009年3月

『東アジアにおけ
る「地方的世界」
の基層・動態・持
続可能な発展に関
する研究』平成20
年度科学研究費補
助金（基盤研究
A）研究成果中間
報告書

181-192 日本語

その他
Honda,
Yasuko

Reconstruction of
Local Communities
and Maintenance of
Regional Resources
in Suburban
Villages

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

51-62
(11)

786 英語

その他
Kimura,
Shisei

The Revitalization
of Local
Communities through
Rerepresentation of
Modernity:
Industrial Heritage
in Former Coal-
Mining Areas

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

76-86
(11)

786 英語
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その他

Yamaguchi,
K., and
Lee,
Honjang

The Strategy of an
‘Intimate’Public
Sphere

共著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

107-114
(8)

786 英語

その他
Kusaka,
Wataru

Aporia in
Philippine Civil
Society: Moral
Conflict between
“Citizens” and
“Masses” in the
“Dual Public
Sphere”

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

115-133
(19)

786 英語

その他
Sakanashi,
Kenta

Creating Intimate
Relationships: A
Case Study of Cacao
Smallholders in
Southern Cameroon

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

134-145
(12)

786 英語

その他
Lee,
Jeong-eun

International Human
Rights Regime and
Domestic Politics
in South Korea:
Focusing on the
Memorial Ceremony
of the “Human
rights Day” in the
1945-1950s

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

161-770
(10)

786 英語

その他
Baba,
Satoko

An Analysis of
Problems of Human
Rights Education in
Thailand: Focusing
on the Associated
School Project

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

182-230
(49)

786 英語

その他
Shibata,
Haruka

What is Occurring
in the Practice of
Solidarity?: The
Parallel
Transformation of
the Public and
Intimate Spheres

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

182-230
(49)

786 英語
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その他
Kojima,
Takeshi

‘Empowering the
Public through
Scientific and
Technological
Social Groups’

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

233-245
(12)

786 英語

その他
Rajkai,
Zsombor

Concepts,
Paradigms,
Ideologies in
Family Sociological
Textbooks (China,
Taiwan, Japan and
Hungary): Towards
the Possibility of
a Common Academic
Language in an
East-Asian Context

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

295-304
(10)

786 英語

その他
Hirata,
Tomohisa

Cultural
Differences in
Internet Usages in
China, Korea and
Japan and ‘the
Materiality of the
Internet’: Towards
a theoretical
reconsideration of
the intimate and
public

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

359-367
(9)

786 英語

その他
Asada,
Yoshitaka

Cultural
Distinctions of the
Intimate and Public
Spheres in China,
Korea and Japan:
Based on data from
interviews at
Internet Cafes

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

368-373
(6)

786 英語

その他
Nakanishi,
Miki

‘Banpu’:
Taiwanese
Indigenous Women’s
Tactics for
Negotiating Gender
and Ethnic Norms
under Early
Japanese Colonial
Rule

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

428-437
(10)

786 英語

その他
Yanagihara
, Tsuyoshi

The Coordination
Process of Pension
Policies within the
EU and Pension
Reform in Hungary

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

458-469
(12)

786 英語
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その他
Kim,
Dokyun

Great Turn of
Pension System in
South Korea, 1997-
2007:
Pension Politics
and the
Introduction of
Multi-pillar
Pension System

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

470-484
(15)

786 英語

その他
Tsuji,
Yuki

The Discursive
Politics of Social
Care Policy Reforms
in Japan since the
1990s

単著 2009年3月23日

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

485-502
(18)

786 英語

その他
Kusano,
Chiaki

The Mechanism of
Professional Teams:
The Importance of
Task-Oriented
Interdependence

単著 March 23, 2003

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

505-516
(12)

786 英語

その他
Fukuda,
Jun

Have Foreign
Shareholders Helped
Japanese Firms
Change Their Number
of Employees?

単著 March 23, 2003

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

533-544
(12)

786 英語

その他
ISHII,
Kazuya

A Sociological
Investigation on
Convenience Stores
in Kyoto:
Reconsideration of
the General Concept
of “Public /
Private” in Urban
Spaces

単著 March 23, 2003

Proceedings of
the 1st Next-
Generation
Global Workshop
(Kyoto
University
Global COE
Program for
Reconstruction
of the Intimate
and Public

545-554
(10)

786 英語

その他
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